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(57)【要約】
【課題】簡易な構成で、複数の作業部に動力を分配する
田植機を提供する。
【解決手段】田植機１は、植付部２０と、植付部２０の
後部に取り付けられる第１の散布装置８５及び第２の散
布装置１０１と、植付部２０から第１の散布装置８５及
び第２の散布装置１０１に動力を伝達する散布動力伝達
機構１１１と、を備え、散布動力伝達機構１１１は、植
付部２０の動力伝達系に一端が接続される入力ロッド１
１２と、第１の散布装置８５及び第２の散布装置１０１
の動力伝達系にそれぞれ一端が接続される出力ロッド１
１３，１１４と、揺動自在に構成されたカウンターアー
ム１１５と、を有し、入力ロッド１１２の他端、及び出
力ロッド１１３，１１４の他端は、カウンターアーム１
１５に接続される。
【選択図】図１３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　植付部と、
　前記植付部の後部に取り付けられる複数の作業部と、
　前記植付部から前記複数の作業部に動力を伝達する動力伝達機構と、
　を備える田植機において、
　前記動力伝達機構は、
　前記植付部の動力伝達系に一端が接続される入力ロッドと、
　前記複数の作業部の動力伝達系にそれぞれ一端が接続される複数の出力ロッドと、
　揺動自在に構成されたカウンターアームと、
　を有し、
　前記入力ロッドの他端、及び前記複数の出力ロッドの他端は、前記カウンターアームに
接続されることを特徴とする、田植機。
【請求項２】
　前記カウンターアームは、前記出力ロッドの前記他端から前記カウンターアームの揺動
支点までの距離を変更可能に構成されることを特徴とする、
　請求項１に記載の田植機。
【請求項３】
　前記複数の作業部は、第１の作業部と、前記第１の作業部の後方に配設される第２の作
業部であり、
　前記カウンターアームは、前記第１の作業部と前記第２の作業部との間に配置されて前
後方向に揺動自在であることを特徴とする、
　請求項１または２に記載の田植機。
【請求項４】
　前記動力伝達機構は、前記カウンターアームの揺動に応じて、前記第１の作業部または
前記第２の作業部の前記動力伝達系に択一的に動力を伝達するように構成されることを特
徴とする、
　請求項３に記載の田植機。
【請求項５】
　前記第１の作業部の前記動力伝達系に接続する前記出力ロッドは、前記カウンターアー
ムから前方へ延びて第１のワンウェイクラッチを介して前記第１の作業部の前記動力伝達
系に接続し、
　前記第２の作業部の前記動力伝達系に接続する前記出力ロッドは、前記カウンターアー
ムから後方へ延びて第２のワンウェイクラッチを介して前記第２の作業部の前記動力伝達
系に接続することを特徴とする、
　請求項４に記載の田植機。
【請求項６】
　前記動力伝達機構は、
　前記第１の作業部の前記動力伝達系に接続する前記出力ロッドが後方へ引っ張られる際
に、前記第１の作業部の前記動力伝達系に動力を伝達し、
　前記第２の作業部の前記動力伝達系に接続する前記出力ロッドが前方へ引っ張られる際
に、前記第２の作業部の前記動力伝達系に動力を伝達するように構成されることを特徴と
する、請求項５に記載の田植機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、田植機に関し、より詳細には、植付部の後部に取り付けられる複数の作業部
を備える田植機に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　農作業においては、走行機体に各種の作業機を連結し、走行しながら所望の作業を行う
田植機などの作業車両が用いられる。田植機は、走行機体の後部に連結される植付部を備
え、走行しながら水田に苗を植えつけるように構成されている。植付部は、苗マットを載
せる苗載台や、苗マットから所定量の苗を掻き取って圃場に植え付ける植付装置などを有
する。そして、植付装置の植付爪によって苗マットから所定量の苗が掻き取られ、その苗
が圃場へ差し込まれることによって、圃場に苗が植え付けられる。
【０００３】
　田植機の中には、複数の散布装置、例えば圃場に薬剤を散布する散布装置や、苗載台に
載置された苗マットに薬剤を散布する散布装置を備えるものが知られており、これらの散
布装置は苗載台の後方に配置される場合がある。そして、このような苗載台の後方に配置
される複数の散布装置への動力伝達機構が種々検討されている。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、複数の肥料繰り出し部を並設し、各肥料繰り出し部の下部前
方に横架した同一軸にして回動調節自在の支点軸からは同じ長さの３本の支点アームをそ
れぞれ同じ方向へ延設し、前記支点軸の一端側に固設したレバーを固定解除可能に設ける
とともに、各肥料繰り出し部内の各繰り出しロールを回転駆動する各駆動軸には各回転ア
ームの基部をそれぞれ一方向クラッチを介装して嵌装し、各支点アームの先端にそれぞれ
連結ピンを介して連結する各揺動リンクの他端と各回転アームの先端とをそれぞれ連動リ
ンクを介し連動連結して構成する田植機の後部の植付部に装着された施肥機において、各
植付ケースの後部横側方にはケース内より駆動する各クランクをそれぞれ軸架するととも
に、各クランクの先端と各揺動リンクの途中部位とをそれぞれ各連動ロッドを介して連動
連結し、各揺動リンクと各クランクのそれぞれの連動連繋位置をそれぞれ設定して、一端
側のクランクに対し他方の各クランクの位相をずらせて構成したことを特徴とする駆動装
置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実公平０８－１６１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１の構成によれば、各揺動リンクと各クランクのそれぞれの連動連繋位置をそ
れぞれ設定して、一端側のクランクに対し他の全てのクランクに位相差をもたせてそれぞ
れの回転により伝動できるようにしたので、各支点アームの支点軸側に負荷するねじりな
どの周期的な荷重を分散させることができることになって、振動を低減させながらリンク
効率を上げることができることになり、施肥量のばらつきが少なくなって安定するよう伝
動できるとされている。さらに、田植機の後部の植付部に左右に幅のある施肥機を装着し
た状態では、田植機の後部の植付部への振動の伝達が軽減され、左右のバランスもよくな
って、安定した植付け作業が実施できるとされている。
【０００７】
　ここで、特許文献１における田植機では、各肥料繰り出し部にそれぞれリンク機構を介
して植付部から動力が伝達される構成、つまり植付部と連動連結する複数のリンク機構を
備える構成であり、部品点数が多く、生産性やメンテナンス性には改善の余地がある。
【０００８】
　そこで、本発明の目的は、簡易な構成で植付部から複数の作業部に動力を伝達する田植
機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明は、
　植付部と、
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　前記植付部の後部に取り付けられる複数の作業部と、
　前記植付部から前記複数の作業部に動力を伝達する動力伝達機構と、
　を備える田植機において、
　前記動力伝達機構は、
　前記植付部の動力伝達系に一端が接続される入力ロッドと、
　前記複数の作業部の動力伝達系にそれぞれ一端が接続される複数の出力ロッドと、
　揺動自在に構成されたカウンターアームと、
　を有し、
　前記入力ロッドの他端、及び前記複数の出力ロッドの他端は、前記カウンターアームに
接続されることを特徴とする。
【００１０】
　更に、前記カウンターアームは、前記出力ロッドの前記他端から前記カウンターアーム
の揺動支点までの距離を変更可能に構成されることを特徴とする。
【００１１】
　更に、前記複数の作業部は、第１の作業部と、前記第１の作業部の後方に配設される第
２の作業部であり、
　前記カウンターアームは、前記第１の作業部と前記第２の作業部との間に配置されて前
後方向に揺動自在であることを特徴とする。
【００１２】
　更に、前記動力伝達機構は、前記カウンターアームの揺動に応じて、前記第１の作業部
または前記第２の作業部の前記動力伝達系に択一的に動力を伝達するように構成されるこ
とを特徴とする。
【００１３】
　更に、前記第１の作業部の前記動力伝達系に接続する前記出力ロッドは、前記カウンタ
ーアームから前方へ延びて第１のワンウェイクラッチを介して前記第１の作業部の前記動
力伝達系に接続し、
　前記第２の作業部の前記動力伝達系に接続する前記出力ロッドは、前記カウンターアー
ムから後方へ延びて第２のワンウェイクラッチを介して前記第２の作業部の前記動力伝達
系に接続することを特徴とする。
【００１４】
　更に、前記動力伝達機構は、
　前記第１の作業部の前記動力伝達系に接続する前記出力ロッドが後方へ引っ張られる際
に、前記第１の作業部の前記動力伝達系に動力を伝達し、
　前記第２の作業部の前記動力伝達系に接続する前記出力ロッドが前方へ引っ張られる際
に、前記第２の作業部の前記動力伝達系に動力を伝達するように構成されることを特徴と
する。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、植付部と、前記植付部の後部に取り付けられる複数の作業部と、前記
植付部から前記複数の作業部に動力を伝達する動力伝達機構と、を備える田植機において
、前記動力伝達機構は、前記植付部の動力伝達系に一端が接続される入力ロッドと、前記
複数の作業部の動力伝達系にそれぞれ一端が接続される複数の出力ロッドと、揺動自在に
構成されたカウンターアームと、を有し、前記入力ロッドの他端、及び前記複数の出力ロ
ッドの他端は、前記カウンターアームに接続されるので、簡易な構成で、複数の作業部に
動力を分配する田植機を提供することができる。そして、生産性が向上されるとともに、
植付部から複数の作業部への動力の断接が容易となり、複数の作業部の脱着が容易となる
。
【００１６】
　更に、前記カウンターアームは、前記出力ロッドの前記他端から前記カウンターアーム
の揺動支点までの距離を変更可能に構成されるので、複数の作業部に分配する動力を容易
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に調節することができ、使い勝手が良い。
【００１７】
　更に、前記複数の作業部は、第１の作業部と、前記第１の作業部の後方に配設される第
２の作業部であり、前記カウンターアームは、前記第１の作業部と前記第２の作業部との
間に配置されて前後方向に揺動自在である構成によれば、バランスの取れた動力伝達がで
き、ガタや振動の低減が図れる。
【００１８】
　更に、前記動力伝達機構は、前記カウンターアームの揺動に応じて、前記第１の作業部
または前記第２の作業部の前記動力伝達系に択一的に動力を伝達するように構成されるの
で、動力伝達機構に第１の作業部と第２の作業部の駆動負荷が同時に加わることを防止で
き、耐久性が向上するとともに、第１の作業部と第２の作業部を良好に駆動させることが
できる。
【００１９】
　更に、前記第１の作業部の前記動力伝達系に接続する前記出力ロッドは、前記カウンタ
ーアームから前方へ延びて第１のワンウェイクラッチを介して前記第１の作業部の前記動
力伝達系に接続し、前記第２の作業部の前記動力伝達系に接続する前記出力ロッドは、前
記カウンターアームから後方へ延びて第２のワンウェイクラッチを介して前記第２の作業
部の前記動力伝達系に接続する構成によれば、動力伝達機構に第１の作業部と第２の作業
部の駆動負荷が同時に加わることを防止でき、耐久性が向上するとともに、第１の作業部
と第２の作業部を良好に駆動させることができる。
【００２０】
　更に、前記動力伝達機構は、前記第１の作業部の前記動力伝達系に接続する前記出力ロ
ッドが後方へ引っ張られる際に、前記第１の作業部の前記動力伝達系に動力を伝達し、前
記第２の作業部の前記動力伝達系に接続する前記出力ロッドが前方へ引っ張られる際に、
前記第２の作業部の前記動力伝達系に動力を伝達するように構成されるので、出力ロッド
には引張荷重しか作用しないため、動力伝達機構の耐久性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施形態に係る田植機の一例が示された概略側面図である。
【図２】図１の田植機の概略平面図である。
【図３】植付部への動力の伝達経路を説明するための図である。
【図４】苗載台の一例が示された概略背面図である。
【図５】図４の苗載台の概略側面図であり、図５Ａは苗載台の全体図であり、図５Ｂは支
持板の近傍の拡大図である。
【図６】苗マット押さえ具の一例が示された概略斜視図である。
【図７】苗載台が折り畳まれた状態の一例が示された概略側面図である。
【図８】苗マット押さえ具が上方へ回動された状態の一例が示された概略側面図である。
【図９】苗マット押さえ具が下方へ回動された状態の一例が示された概略側面図である。
【図１０】第１の散布装置及び第２の散布装置の一例が示された概略側面図である。
【図１１】図１０の第１の散布装置の散布ユニットの一例が示された概略背面図である。
【図１２】図１０の第２の散布装置が示された概略背面図である。
【図１３】散布動力伝達機構の一例が示された概略側面図である。
【図１４】平行リンク機構の一例が示された概略平面図である。
【図１５】支持フレームの支持部の一例が示された概略側面図である。
【図１６】締上げロックの一例が示された概略側面図である。
【図１７】リンク回動ロックの一例が示された概略平面図であり、図１７Ａはリンクアー
ムの回動が規制される前の状態であり、図１７Ｂはリンクアームの回動が規制された後の
状態である。
【図１８】第１の散布装置及び第２の散布装置を後方へ移動させた状態の一例が示された
概略平面図である。
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【図１９】第１の散布装置及び第２の散布装置を後方へ移動させた状態の一例が示された
概略側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の実施形態を詳細に説明する。図１は本発明の実施形
態に係る田植機１の一例が示された概略側面図であり、図２は図１の田植機１の概略平面
図である。なお、以下では、説明の便宜上、図１における左側を進行前方向とし、進行前
方向に対して直交して、かつ水平である図１における奥側を右方向、手前側を左方向とし
、進行前方向に対して直交して、かつ鉛直である図１における上側を上方向、下側を下方
向とする。また、図２には、主に田植機１の走行機体２が示されている。そして、図２に
おいて、後述する第１の散布装置８５は二点鎖線で示され、後述する平行リンク機構１２
６などの記載は省略されている。
【００２３】
　図１、図２に示されるように、田植機１は、作業者が乗車する走行機体２と、走行機体
２の後部に連結される植付部２０と、植付部２０の後部に取り付けられる第１の作業部と
しての第１の散布装置８５と、第２の作業部としての第２の散布装置１０１などを備える
。そして、詳細については後述するが、散布動力伝達機構１１１によって、植付部２０か
ら第１の散布装置８５及び第２の散布装置１０１に動力が伝達される。
【００２４】
　走行機体２は、車体フレーム３の前部に動力源としてのエンジン４が載置され、エンジ
ン４の後方にはミッションケース５を備える。ミッションケース５の左右のそれぞれに図
示せぬフロントアクスルケースを介して前輪６を備える。ミッションケース５の後方には
、左右に後輪７が支持されるリアアクスルケース８を備える。すなわち、走行機体２は、
前部の左右のそれぞれに前輪６を備え、後部の左右のそれぞれに後輪７を備え、前輪６及
び後輪７によって機体が走行自在に支持される。
【００２５】
　ボンネット９内には、エンジン４、図示せぬ制御部、図示せぬ発電機、図示せぬラジエ
ータ、図示せぬ冷却ファンなどを備える。ボンネット９の左右両側には、車体フレーム３
に取り付けられる予備苗載台１０を備える。右側の予備苗載台１０の下方には、車体フレ
ーム３に支持される図示せぬバッテリを備える。発電機は、エンジン４を動力として稼働
するようにエンジン４の出力部に連結されている。バッテリは発電機と接続され、発電機
によって発電された電力がバッテリに充電される。車体フレーム３は、車体カバー１１に
よって上方から覆われる。ボンネット９の後部には上方へ突設される操向ハンドル１２を
有し、操向ハンドル１２の後方には所定の距離を隔てて運転席１３が設けられている。田
植機１が備える各種装置の動作は制御部によって制御される。
【００２６】
　エンジン４の動力は、出力部から図示せぬ静油圧式無段変速機であるＨＳＴ（Hydrauli
c Static Transmission）を介してミッションケース５に伝達される。ミッションケース
５の内部には、図示せぬ主クラッチ、図示せぬ変速装置、図示せぬ差動装置などを備える
。左右の前輪６は、ミッションケース５の内部の変速装置や差動装置、フロントアクスル
ケースが内蔵するギアや軸などからなる動力伝達機構などを介してエンジン４の出力部と
連動連結されている。また、左右の後輪７は、ミッションケース５の内部の変速装置、ミ
ッションケース５の後部から後方へ延びるドライブシャフト１４、リアアクスルケース８
が内蔵するギアや軸などからなる動力伝達機構などを介してエンジン４の出力部と連動連
結されている。そして、走行機体２は、エンジン４の動力によって、前輪６及び後輪７を
駆動し、前進または後進できるように構成されている。
【００２７】
　また、走行機体２は、運転席１３の後方に施肥装置１５を備える。施肥装置１５は、左
右方向に一列に配置される複数の施肥ユニットから構成される。個々の施肥ユニットは、
後述する複数の植付装置２２のそれぞれに対応しており、内容物としての肥料などの薬剤
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を収容するホッパ１６と、ホッパ１６から所定の量の薬剤を取り出す繰出部１７と、ホッ
パ１６から取り出された薬剤をフレキシブルなホース１８を介して圃場へ排出させる排出
装置１９などから構成される。薬剤の排出口であるホース１８の一端は、対応する植付装
置２２の近傍に位置している。
【００２８】
　なお、走行機体２は上述の構成に限定されるものではなく、植付部２０が連結され、走
行しながら植付部２０による苗の植え付け作業が可能な構成であれば良く、例えば、施肥
装置１５を備えない構成や、エンジン４に替わって動力源としての電動モータを備える構
成であっても良い。
【００２９】
　植付部２０は、苗マットが載置される苗載台２１と、苗を圃場に植え付ける複数の植付
装置２２などを備える。植付部２０は、トップリンク２３及びロアリンク２４などから構
成される昇降リンク機構を介して、走行機体２の後部に連結され、走行機体２が備える図
示せぬ油圧式の昇降装置によって昇降するように構成されている。
【００３０】
　ここで、本実施形態の植付部２０は８条植えタイプである。苗載台２１は左右方向に一
列に配設される８つの単位苗載台２５ａ～２５ｈから構成され、前高後低に傾斜している
。苗載台２１の下端部の後方には、８つの植付装置２２ａ～２２ｈが左右方向に一列に配
置されている。８つの植付装置２２ａ～２２ｈは、それぞれ８つの単位苗載台２５ａ～２
５ｈに対応しており、植付部２０は１つの単位苗載台２５に対して１つの植付装置２２を
備える構成である。なお、植付部２０は８条植えタイプのものに限定されるものではなく
、６条植えタイプなどであっても良い。
【００３１】
　植付部２０は、苗載台２１の下方に、苗載台２１と複数の植付装置２２などを支持する
植付フレーム２６を有する。植付フレーム２６は、左右方向に延びるメインフレーム２７
と、メインフレーム２７から後方へ延びる４つの植付伝動ケース２８ａ～２８ｄなどから
構成される。各植付伝動ケース２８の後端部の左右には、それぞれ植付装置２２が配設さ
れる。メインフレーム２７の左右方向の略中央には、センターケース２９が配設される。
なお、詳細については後述するが、センターケース２９には、図示せぬギアなどの動力伝
達機構が内蔵されており、エンジン４からの動力がセンターケース２９に設けられたここ
では図示せぬ入力ドライブ軸に伝達される。また、植付伝動ケース２８の内部には、それ
ぞれの植付伝動ケース２８に配設された２つの植付装置２２に、センターケース２９に伝
達されたエンジン４からの動力を伝達するここでは図示せぬ動力伝達軸が内蔵されている
。また、植付フレーム２６の下方には、苗の植え付け時に接地されるセンターフロート３
０及び左右一対のサイドフロート３１を備える。
【００３２】
　苗載台２１は、下部ガイドレール３２および上部ガイドレール３３を介して、メインフ
レーム２７及び植付伝動ケース２８に支持され、植付伝動ケース２８に対して左右往復移
動するように構成されている。なお、左側に位置する２つの単位苗載台２５ａ，２５ｂは
、連結した状態で植付部２０から取り外すことができるように構成されている。また、詳
細については後述するが、苗載台２１は、載置された苗マットを上方から下方へ向けて搬
送する縦送り機構や、苗マットを苗載台２１に押さえ付ける苗マット押さえ具、取り外さ
れた２つの単位苗載台２５ａ，２５ｂを支持する上部支持バー５７と２つの下部支持バー
５８なども備える。
【００３３】
　植付装置２２は、ロータリ式植付装置であり、植付伝動ケース２８に回転自在に支持さ
れるロータリーケース３４と、ロータリーケース３４の両端に回転自在に支持される植付
ケース３５などから構成される。ロータリーケース３４の内部には、植付ケース３５と連
動連結する図示せぬギア等の動力伝達機構が内蔵されている。一方、植付ケース３５は、
植付爪３６とこの植付爪３６に沿って軸方向に進退可能に構成される図示せぬプッシュロ
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ッドなどを有する。
【００３４】
　植付装置２２は、ロータリーケース３４が一回転する際に、植付ケース３５がロータリ
ーケース３４に対して反対周りに一回転するように構成されている。そして、植付装置２
２は、植付爪３６が苗載台２１と圃場との間を往復運動するとともに、植付伝動ケース２
８に対する植付爪３６の先端の軌跡は上下方向に長い楕円状閉ループ状の軌跡となるよう
に構成されている。また、プッシュロッドは、植付爪３６の先端がロータリーケース３４
の回転に伴ってその往復運動の下降下限点の近傍となる際に植付爪３６の先端に向かって
前進し、植付爪３６の往復運動の下降下限点から上昇する際に植付爪３６の先端から後退
するように構成されている。
【００３５】
　このように構成される植付装置２２は、植付爪３６が苗載台２１の上方から下方に向か
って下降する際に植付爪３６によって苗載台２１に載置された苗マットから苗を掻き取り
、植付爪３６の先端の下降下限点の近傍において植付爪３６の先端が圃場へ差し込まれる
。この時、プッシュロッドによって掻き取った苗を圃場に向かって押し出し、苗が圃場に
植え付けられる。その後、植付爪３６は圃場から抜けるように上昇する。
【００３６】
　次に、エンジン４から植付部２０への動力の伝達経路について説明する。図３は植付部
２０への動力の伝達経路を説明するための図である。なお、図３において、最も左側に位
置する植付伝動ケース２８ａと、最も右側に位置する植付伝動ケース２８ｄと、これらの
植付伝動ケース２８ａ，２８ｄに配設される植付装置２２ａ，２２ｂ，２２ｇ，２２ｈな
どの記載は省略されている。上述したように、エンジン４の動力は、出力部からＨＳＴを
介してミッションケース５に伝達され、ミッションケース５で変速され、株間変速装置３
７を介して植付部２０へ伝達される。なお、ミッションケース５に伝達されたエンジン４
の動力は、左右のフロントアクスル、ドライブシャフト１４、その他の装置などにも分配
されて伝達される。
【００３７】
　株間変速装置３７は、走行機体２の後部に配設され（図１参照）、ミッションケース５
からの動力が株間入力軸３８に伝達される。株間入力軸３８に伝達された動力は、順次、
２段階に変速可能な複数のギアやシフターなどから構成される副株間変速機構３９、３段
階に変速が可能な複数のギアやシフターなどから構成される主株間変速機構４０、植付ク
ラッチ４１を介して、株間出力軸４２に伝達される。したがって、株間変速装置３７は、
副株間変速機構３９と主株間変速機構４０とによって動力を６段階に変速可能な構成であ
る。なお、主株間変速機構４０は、偏心ギアを含む構成であり、動力を２段階の等速及び
１段階の不等速の３段階に変速が可能な構成である。また、株間変速装置３７は、株間入
力軸３８に伝達された動力を、主株間変速機構４０の上流側において、施肥クラッチ４３
を介して施肥出力軸４４へも伝達可能なように構成されており、上述の施肥装置１５は施
肥出力軸４４と連動連結されている。
【００３８】
　株間出力軸４２は、ＰＴＯ軸４５を介してセンターケース２９のドライブ入力軸４６に
連動連結されている。センターケース２９には、左右の側面から突出して左右方向に延び
る植付出力軸４７が設けられている。センターケース２９の内部には、ドライブ入力軸４
６の動力を植付出力軸４７に伝達するギア等などから構成される動力伝達機構が内蔵され
ている。
【００３９】
　また、センターケース２９には、植付出力軸４７と同様に、左右の側面から突出して左
右方向に延びる横送り出力軸４８が設けられている。センターケース２９は、ドライブ入
力軸４６に伝達された動力を、植付出力軸４７の上流側において、３段階に変速可能な複
数のギアやシフターなどから構成される横送り変速機構４９を介して、横送り出力軸４８
へも伝達可能なように構成されている。つまり、センターケース２９は、ドライブ入力軸
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４６に伝達された動力を、植付出力軸４７と横送り出力軸４８とに分配可能な構成である
。そして、上述の苗載台２１は、横送り出力軸４８の回転によって、植付伝動ケース２８
に対して左右往復移動するように構成されている。
【００４０】
　植付出力軸４７には、各植付伝動ケース２８にそれぞれ内蔵される４つの動力伝達軸５
０がそれぞれ安全クラッチ５１を介して連動連結されている。ここで、植付出力軸４７は
、４つの動力伝達軸５０に対応するように分割されるとともに図示せぬカップリングによ
って連結されている。
【００４１】
　動力伝達軸５０の後端部には、条止めクラッチ５２を介して駆動軸５３が連動連結され
ている。駆動軸５３は、植付伝動ケース２８の後端部から左右に突出するとともに、ロー
タリーケース３４が固定されている。ロータリーケース３４は、複数のギアを内蔵すると
ともに、側方へ突出する２つの支持軸５４を有する。２つの支持軸５４は、それぞれロー
タリーケース３４に内蔵されたギアを介して駆動軸５３と連動連結されるとともに、植付
ケース３５が固定されている。
【００４２】
　そして、植付装置２２は、植付出力軸４７から動力伝達軸５０を介して伝達される動力
によって駆動軸５３が回転することで、上述したように、ロータリーケース３４が回転す
るとともに、植付ケース３５がロータリーケース３４に対して逆方向に回転して、植付爪
３６が苗載台２１と圃場との間を往復運動し、苗が圃場に植え付けられる。
【００４３】
　ここで、植付伝動ケース２８ｂに内蔵された動力伝達軸５０には、散布出力軸５５が連
動連結されている。散布出力軸５５は、植付伝動ケース２８ｂの後端部から後方に突出す
るとともに、その先端にクランク５６が固定されている。クランク５６の出力軸には、第
１の散布装置８５及び第２の散布装置１０１へ動力を伝達する散布動力伝達機構１１１の
入力ロッド１１２の一端が連結されている。なお、散布出力軸５５は、植付伝動ケース２
８ｂから突出した部分にクイックジョイント１１６を有する。そして、散布出力軸５５は
、クイックジョイント１１６によって、動力伝達軸５０の側と入力ロッド１１２の側とに
工具等を用いることなく分割できるように構成されている。また、クランク５６の出力軸
は、散布出力軸５５と平行で、かつ散布出力軸５５とはずれた位置に偏心して配置されて
いる。つまり、クランク５６の出力軸は、散布出力軸５５回りで、偏心回転される。
【００４４】
　詳細については後述するが、散布動力伝達機構１１１は、入力ロッド１１２と、２つの
出力ロッド１１３，１１４と、カウンターアーム１１５などを備える。入力ロッド１１２
の他端はカウンターアーム１１５に連結されている。出力ロッド１１３の一端は、第１の
散布装置８５の動力伝達系に連結され、他端はカウンターアーム１１５に連結されている
。出力ロッド１１４の一端は、第２の散布装置１０１に動力伝達系に連結され、他端はカ
ウンターアーム１１５に連結されている。カウンターアーム１１５は、左右方向に延びる
揺動軸１２４を支軸にして前後方向に揺動自在に支持されている。そして、散布動力伝達
機構１１１は、植付部２０（動力伝達軸５０）から第１の作業部としての第１の散布装置
８５と第２の作業部としての第２の散布装置１０１に動力を伝達するように構成されてい
る。
【００４５】
　なお、エンジン４から植付部２０へ動力を伝達する構成は、上述の構成に限定されるも
のではない。例えば、動力伝達軸５０などの軸に替わって、無端チェーンを用いて動力を
伝達する構成であっても良い。また、散布動力伝達機構１１１による植付部２０から第１
の散布装置８５及び第２の散布装置１０１への動力の伝達は、植付伝動ケース２８ｂに内
蔵された動力伝達軸５０から動力を伝達する構成に限定されるものではない。散布動力伝
達機構１１１は、植付部２０の動力伝達系から動力を伝達する構成であれば良く、他の植
付伝動ケース２８、例えば植付伝動ケース２８ｃに内蔵された動力伝達軸５０から動力を
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伝達する構成であっても構わない。
【００４６】
　次に、苗載台２１について説明する。図４は苗載台２１の一例が示された概略背面図で
あり、図５は図４の苗載台２１の概略側面図であり、図６は苗マット押さえ具６０の一例
が示された概略斜視図であり、図７は苗載台２１が折り畳まれた状態の一例が示された概
略側面図であり、図８は苗マット押さえ具６０が上方へ回動された状態の一例が示された
概略側面図であり、図９は苗マット押さえ具６０が下方へ回動された状態の一例が示され
た概略側面図である。なお、図５Ａは苗載台２１の全体図であり、図５Ｂは支持板７５の
近傍の拡大図である。また、図６は、苗マット押さえ具６０を左側の斜め上方から見る斜
視図である。上述したように、苗載台２１は、左右方向に一列に配設される８つの単位苗
載台２５ａ～２５ｈから構成され、前高後低に傾斜している。左側に位置する２つの単位
苗載台２５ａ，２５ｂは、連結した状態で取り外すことができるように構成されている。
【００４７】
　苗載台２１は、上部支持バー５７と、２つの下部支持バー５８，５８と、縦送り機構５
９と、３つの苗マット押さえ具６０ａ，６０ｂ，６０ｃなども備える。上部支持バー５７
は、苗載台２１の上部側に位置し、単位苗載台２５ｄと単位苗載台２５ｅの間に取り付け
られ、上方へ向かって延びている。２つの下部支持バー５８，５８は、苗載台２１の下部
側に位置し、単位苗載台２５ｃと単位苗載台２５ｄの間及び単位苗載台２５ｅと単位苗載
台２５ｆの間に取り付けられ、上方へ向かって延びている。
【００４８】
　そして、苗載台２１は、図７に示されるように、左側に位置する２つの単位苗載台２５
ａ，２５ｂを取り外し、この単位苗載台２５ａ，２５ｂを上部支持バー５７及び２つの下
部支持バー５８，５８に支持させて、折り畳むことができ、左右方向の幅を狭めることが
できるように構成されている。この際、単位苗載台２５ａ，２５ｂは、単位苗載台２５ｄ
，２５ｅの上方に位置している。また、上部支持バー５７の先端部は、上部ガイドレール
３３に形成される図示せぬ貫通孔に挿通される。単位苗載台２５ａの左縁部と単位苗載台
２５ｂの右側部は、それぞれ下部支持バー５８の先端部に設けられた図示せぬロック機構
によって固定される。したがって、単位苗載台２５ａ，２５ｂは、上部支持バー５７と２
つの下部支持バー５８，５８によって３点で支持されており、ガタつきにくく着脱が容易
である。
【００４９】
　縦送り機構５９は、各単位苗載台２５に２つ設けられており、従動ローラ６１と、駆動
ローラ６２と、苗送りベルト６３などから構成される。苗マットが載置される載置部６４
は、上下方向の略中央から下部にかけて、苗マットが載置される載置面６５と裏面６６と
の間を貫通する開口６７を有する。従動ローラ６１と駆動ローラ６２は、載置部６４の裏
面６６側に位置し、開口６７の上部と下部を横断するように配設される。苗送りベルト６
３は、従動ローラ６１と駆動ローラ６２に外接するように掛け回されている。苗送りベル
ト６３の表面には、図示せぬ多数の突起が形成され、載置部６４の開口６７から載置面６
５側に突出している。そして、縦送り機構５９は、駆動ローラ６２が間欠的に回転するこ
とで、苗マット押さえ具６０と苗送りベルト６３によって挟持するように保持された苗マ
ットを、下方へ向けて間欠的に搬送するように構成されている。
【００５０】
　苗マット押さえ具６０ａは、２つの単位苗載台２５ａ，２５ｂに対応しており、苗マッ
ト押さえ具６０ｂは、３つの単位苗載台２５ｃ，２５ｄ，２５ｅに対応しており、苗マッ
ト押さえ具６０ｃは、３つの単位苗載台２５ｆ，２５ｇ，２５ｈに対応している。３つの
苗マット押さえ具６０ａ，６０ｂ，６０ｃは、同様の構成であり、以下では、図６に示さ
れた苗マット押さえ具６０ａを例示して構成を説明し、苗マット押さえ具６０ｂ，６０ｃ
の構成については適宜説明を省略する。
【００５１】
　苗マット押さえ具６０は、所定の間隔を有して載置部６４の載置面６５に沿うように上
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下方向に延びる複数の丸棒状の縦押さえ棒６８と、左右方向に延びる丸棒状の上部連結棒
６９と、左右方向に延びる丸棒状の下部連結棒７０と、左右方向に延びる丸棒状の苗掻き
分け具７１などを備える。縦押さえ棒６８、上部連結棒６９、下部連結棒７０、及び苗掻
き分け具７１は、作業者によってたわみ変形が可能な丸棒状部材から形成されている。苗
マット押さえ具６０は、１つの単位苗載台２５に対して２本の縦押さえ棒６８を有する。
つまり、２つの単位苗載台２５ａ，２５ｂに対応する苗マット押さえ具６０ａは、４本の
縦押さえ棒６８を有する。３つの単位苗載台２５ｃ，２５ｄ，２５ｅに対応する苗マット
押さえ具６０ｂと、３つの単位苗載台２５ｆ，２５ｇ，２５ｈに対応する苗マット押さえ
具６０ｃは、それぞれ６本の縦押さえ棒６８を有する。
【００５２】
　縦押さえ棒６８の上方側端部は、側面視で鋭角状に後方へ向けて折り曲げられ、縦押さ
え棒６８の下方側端部は、側面視で略直角状に後方へ折り曲げられている。縦押さえ棒６
８の上方側の端は、上部連結棒６９に溶接などによって接合され、縦押さえ棒６８の下方
側の端は、下部連結棒７０に溶接などによって接合されている。そして、苗マット押さえ
具６０ａにおいては、４つの縦押さえ棒６８が上部連結棒６９と下部連結棒７０によって
連結されている。
【００５３】
　上部連結棒６９と下部連結棒７０の左右の両端部は、左右の両端に位置する縦押さえ棒
６８よりも外方（側方）へ突出している。上部連結棒６９の左右の両端部は、それぞれ側
面視で縦押さえ棒６８の上端部に沿うように前方へ折り曲げられるとともに、更に背面視
で左右の外方へ延びるように折り曲げられている。そして、左右の外方へ延びる上部連結
棒６９の両端部は、それぞれ円環状のフランジ７２を有する。また、下部連結棒７０の左
右の両端部は、それぞれ円環状のフランジ７３を有する。
【００５４】
　丸棒状の苗掻き分け具７１の両端部には、円筒状のカラー７４が固定されている。円筒
状のカラー７４の一端には、径方向に突出する円環状のフランジが形成されている。左右
の両端に位置する縦押さえ棒６８には、上方かつ後方へ延びる平板状の支持板７５がそれ
ぞれ溶接などによって接合されている。支持板７５は、縦押さえ棒６８の下方側に配設さ
れており、貫通孔である係合孔７６を有する。係合孔７６は、上下方向に列を成して配置
された５つの円形の貫通孔である嵌合部７７ａ，７７ｂ、７７ｃ，７７ｄ，７７ｅと、隣
接する嵌合部７７の間にわたって延びる４つの貫通孔である通路部とから形成される。そ
して、係合孔７６の周縁は、略波形状に形成されている。嵌合部７７の直径は、カラー７
４の直径に対応しており、通路部の幅より大である。通路部の幅は、苗掻き分け具７１の
直径より大であり、カラー７４の直径より小である。
【００５５】
　苗掻き分け具７１は、両端部が支持板７５に支持される。より詳細には、苗掻き分け具
７１に取り付けられた円筒状のカラー７４が、係合孔７６の嵌合部７７に嵌合して支持さ
れる。ここで、詳細については後述するが、苗掻き分け具７１は、第１の散布装置８５に
よる苗マットへの薬剤の散布を良好にするためのものである。そして、苗掻き分け具７１
は、第１の散布装置８５の散布口の近傍に位置し、苗載台２１に載置されて縦送り機構５
９によって下方へ向けて搬送される苗マットの苗の草丈中途部に当接するように構成され
ている。
【００５６】
　なお、カラー７４が嵌合する嵌合部７７を変更することで、苗載台２１の載置面６５（
苗送りベルト６３）から苗掻き分け具７１までの距離ｄ１を変更することができる。係合
孔７６は、５つの嵌合部７７ａ，７７ｂ、７７ｃ，７７ｄ，７７ｅを有するので、５段階
に距離ｄ１を変更することができる。距離ｄ１を変更するには、苗掻き分け具７１をたわ
ませてカラー７４と嵌合部７７との嵌合を外し、カラー７４を他の嵌合部７７に嵌合させ
る。この際、苗掻き分け具７１の両端部は、係合孔７６から引き抜くことなく、隣接する
嵌合部７７間に形成される通路部を通過させて他の嵌合部７７へ移動させることができる
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。したがって、カラー７４が嵌合する嵌合部７７を容易に変更することができ、使い勝手
が良い。
【００５７】
　苗マット押さえ具６０は、苗載台２１に形成された２つの上部支持アーム７９に上部連
結棒６９が着脱自在に支持され、苗載台２１に形成された２つの下部支持アーム８０に下
部連結棒７０が着脱自在に支持されて苗載台２１に取り付けられる。２つの上部支持アー
ム７９は、苗載台２１の上方側であって、単位苗載台２５ａの左縁部と単位苗載台２５ｂ
の右縁部とに配設される。上部支持アーム７９は、上下方向に列を成して配置された３つ
の円形の貫通孔である嵌合孔８１ａ，８１ｂ，８１ｃを有する。そして、上部連結棒６９
は、その両端が上部支持アーム７９のいずれかの嵌合孔８１に挿入されて回動自在に支持
される。なお、上部連結棒６９をたわませることによって、上部連結棒６９の両端を嵌合
孔８１から引き抜くことができ、上部連結棒６９が支持される嵌合孔８１を変更すること
ができる。
【００５８】
　一方、２つの下部支持アーム８０は、苗載台２１の下方側であって、単位苗載台２５ａ
の左縁部と単位苗載台２５ｂの右縁部とに配設される。下部支持アーム８０は、貫通孔で
ある係合孔８２を有する。係合孔８２は、上下方向に列を成して配置された４つの円形の
貫通孔である嵌合部８３ａ，８３ｂ，８３ｃ，８３ｄから形成される。隣接する嵌合部８
３は重なり合っており、係合孔８２の周縁は略波形状に形成されている。そして、下部連
結棒７０は、その両端が下部支持アーム８０の係合孔８２に挿入され、いずれかの嵌合部
８３に嵌合した状態で回動自在に支持される。なお、下部連結棒７０をたわませることに
よって、下部連結棒７０の両端を係合孔８２から引き抜くことができ、下部連結棒７０の
両端が嵌合する嵌合部８３を変更することができる。
【００５９】
　このような構成の苗マット押さえ具６０は、上部連結棒６９を支持する嵌合孔８１と、
下部連結棒７０を支持する嵌合部８３とを変更することで、苗載台２１の載置面６５（苗
送りベルト６３）からの距離ｄ２を変更することができる。したがって、苗載台２１に載
置される苗マットの厚みによらず、苗マット押さえ具６０と苗送りベルト６３によって好
適に苗マットを挟持することができ、苗マットを良好に搬送することができる。
【００６０】
　また、苗マット押さえ具６０は、図８に示されるように、下部連結棒７０の両端を係合
孔８２から引き抜くことで、上部支持アーム７９に支持されている部位である上部連結棒
６９の両端を支軸として上方（前方）へ回動させることができ、苗載台２１の載置面６５
を容易に解放させることができる。また、苗マット押さえ具６０は、図９に示されるよう
に、上部連結棒６９の両端を嵌合孔８１から引き抜くことで、下部支持アーム８０に支持
されている部位である下部連結棒７０の両端を支軸として下方（後方）へ回動させること
ができ、苗載台２１の載置面６５を容易に解放させることができる。
【００６１】
　つまり、苗マット押さえ具６０は、苗載台２１に回動自在に連結され、苗マットの苗載
台２１への押さえ付けがされた保持状態と、苗マットの苗載台２１への押さえ付けが解放
された解放状態とに切り換え可能に構成されている。
【００６２】
　したがって、苗マット押さえ具６０は、残った苗マットの除去や上方への引き上げや苗
載台２１のメンテナンスを妨げることがなく、使い勝手が良い。また、作業の状況に応じ
て、苗マット押さえ具６０の回動を上方と下方とで選択できるので、使い勝手が良い。
【００６３】
　ここで、苗掻き分け具７１は、縦押さえ棒６８に取り付けられた支持板７５に支持され
ており、苗マット押さえ具６０を上方や下方へ回動した際に、苗掻き分け具７１は、苗マ
ット押さえ具６０と一体となって回動する。したがって、苗マット押さえ具６０とは別に
苗掻き分け具７１を取り外すことなく、苗載台２１の載置面６５を容易に解放させること
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ができ、残った苗マットの除去や上方への引き上げや苗載台２１のメンテナンスを容易に
行うことができる。また、苗マット押さえ具６０と苗掻き分け具７１を同時に作業位置に
セットできるので、操作忘れが防止でき、使い勝手が良い。
【００６４】
　次に、第１の作業部としての第１の散布装置８５と第２の作業部としての第２の散布装
置１０１について説明する。図１０は第１の散布装置８５及び第２の散布装置１０１の一
例が示された概略側面図であり、図１１は図１０の第１の散布装置８５の散布ユニット８
６の一例が示された概略背面図であり、図１２は図１０の第２の散布装置１０１が示され
た概略背面図である。なお、図１０において、苗載台２１の載置部６４は断面で示され、
苗載台２１に載置された苗マット９８と苗９９と植付装置２２は二点鎖線で示されている
。また、図１１において、後述する平行リンク機構１２６のフロントフレーム１３０は、
二点鎖線で示されている。
【００６５】
　第１の作業部としての第１の散布装置８５と第２の作業部としての第２の散布装置１０
１は、後述する平行リンク機構１２６を介して植付部２０の後部に一体に取り付けられる
。第１の散布装置８５は、苗載台２１に載置された苗マット９８に上方から薬剤を散布す
るものであり、苗載台２１の後方に配置される。第２の散布装置１０１は、圃場に薬剤を
散布するものであり、第１の散布装置８５の後方に配置されている。
【００６６】
　まず、第１の散布装置８５について説明する。第１の散布装置８５は、図２に示される
ように、４つの散布ユニット８６ａ，８６ｂ，８６ｃ，８６ｄを備える。４つの散布ユニ
ット８６ａ，８６ｂ，８６ｃ，８６ｄは、左右方向に列を成して配置される。１つの散布
ユニット８６は、２つの単位苗載台２５に対応しており、例えば、左側に位置する散布ユ
ニット８６ａは、左側に位置する２つの単位苗載台２５ａ，２５ｂに対応し、平面視で単
位苗載台２５ａと単位苗載台２５ｂとの間に配置されている。なお、図１１には、左側に
位置する２つの散布ユニット８６ａ，８６ｂが示されている。４つの散布ユニット８６ａ
，８６ｂ，８６ｃ，８６ｄは、同様の構成であり、以下では、左側に位置する散布ユニッ
ト８６ａを例示して構成を説明し、他の散布ユニット８６ｂ，８６ｃ，８６ｄの構成につ
いては適宜説明を省略する。
【００６７】
　散布ユニット８６は、ホッパ８７と、２つの繰出部８８，８８と、２つの導出パイプ８
９，８９と、繰出駆動軸９０と、連結アーム９１などを備える。ホッパ８７は、上部の開
口を閉塞する蓋を有し、透明な樹脂製の容器であり、内部に薬剤が収容される。ホッパ８
７の下部は、左右方向の中央で左右に二股に分かれて形成される。ホッパ８７の左右に二
股に分かれた下部は、それぞれ下方に向かって窄むロート状に形成されている。また、ホ
ッパ８７の内部は、二股に分かれた分岐部に仕切り板９２が形成され、左右に二室に仕切
られている。
【００６８】
　２つの繰出部８８，８８の上部には、ホッパ８７の二股に分かれてロート状に形成され
た下端がそれぞれ接続される。２つの繰出部８８，８８の下部には、それぞれ導出パイプ
８９の一端が接続される。２つの繰出部８８，８８の内部には、それぞれ左右方向に延び
る略円柱状の繰出ロール９３，９３が回転可能に収容されている。略円柱状の繰出ロール
９３は、外周面に軸方向へ延びる図示せぬ複数の溝を有する。２つの繰出ロール９３，９
３は、左右方向に延びる繰出駆動軸９０と同軸上に位置するとともに、それぞれ繰出駆動
軸９０に固定されている。繰出駆動軸９０を回転させることで、２つの繰出部８８，８８
にそれぞれ収容された２つの繰出ロール９３，９３を同時に回転させることができる。そ
して、繰出部８８の内部は、繰出ロール９３によって、ホッパ８７に連通する上側の空間
と、導出パイプ８９に連通する下側の空間とに仕切られている。
【００６９】
　ホッパ８７の内部に収容された薬剤は、繰出部８８の内部の繰出ロール９３によって仕
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切られた上側の空間に供給され、薬剤の一部が繰出ロール９３の外周面に形成された溝に
収容される。繰出ロール９３を回転させることで、繰出ロール９３の溝に収容された薬剤
は、導出パイプ８９に連通する下側の空間に移動し、導出パイプ８９へ供給される。した
がって、ホッパ８７に収容された薬剤が繰出部８８によって所定の量だけ導出パイプ８９
に繰り出される。
【００７０】
　繰出部８８によって繰り出す薬剤の量は、繰出ロール９３の溝の大きさや形状、繰出駆
動軸９０の回転速度を変えることによって調節することができる。なお、散布ユニット８
６は、繰出駆動軸９０を間欠的に回転させることで、薬剤を間欠的に繰り出すように構成
されている。
【００７１】
　導出パイプ８９，８９の他端である散布口９４，９４は、苗載台２１の下部近傍に、苗
マット９８が載置される載置面６５に対向する向きで配置される。なお、左側に位置する
導出パイプ８９は、単位苗載台２５ａに対応しており、右側に位置する導出パイプ８９は
、単位苗載台２５ｂに対応している。そして、２つの繰出部８８，８８によって繰り出さ
れた薬剤は、散布口９４，９４から放出されて単位苗載台２５ａと単位苗載台２５ｂに載
置された苗マット９８にそれぞれ散布される。
【００７２】
　繰出駆動軸９０の右側端は、噛み合いクラッチ９５を介して、ギアなどから構成される
図示せぬ動力伝達機構が内蔵されたギアケース９６に連動連結されている。ギアケース９
６には、ここでは図示せぬ第１のワンウェイクラッチを介して散布動力伝達機構１１１の
出力ロッド１１３が連動連結された中間駆動軸９７も連動連結されている。したがって、
散布動力伝達機構１１１に伝達される動力は、中間駆動軸９７とギアケース９６を介して
繰出駆動軸９０に伝達される。
【００７３】
　連結アーム９１は、一方の繰出部８８から他方の繰出部８８へ延びる棒状部材であり、
後述する平行リンク機構１２６のフロントフレーム１３０の上面に形成された取り付けフ
ランジ１６８に着脱自在に取り付けられる。したがって、散布ユニット８６は、噛み合い
クラッチ９５の嵌合を解除することで、平行リンク機構１２６のフロントフレーム１３０
から取り外すことができる。なお、ギアケース９６もフロントフレーム１３０に取り付け
られている。
【００７４】
　ここで、散布ユニット８６ｂは、散布ユニット８６ａと左右対称の構成であり、ギアケ
ース９６の右側に配置されている。散布ユニット８６ａの繰出駆動軸９０と散布ユニット
８６ｂの繰出駆動軸９０は、同軸状に配設されている。また、散布ユニット８６ｂの繰出
駆動軸９０は、散布ユニット８６ａと同様に、噛み合いクラッチ９５を介して、ギアケー
ス９６に連動連結されている。そして、ギアケース９６に入力される動力は、散布ユニッ
ト８６ａと散布ユニット８６ｂに分配される。
【００７５】
　また、散布ユニット８６ｃは、散布ユニット８６ｂと左右対称の構成であり、散布ユニ
ット８６ｄは、散布ユニット８６ａと左右対称の構成である。散布ユニット８６ｃと散布
ユニット８６ｄは、散布ユニット８６ａと散布ユニット８６ｂと同様に、中間駆動軸９７
に連動連結された別のギアケース９６にそれぞれの繰出駆動軸が連動連結されている。そ
して、散布動力伝達機構１１１に伝達される動力は、中間駆動軸９７と別のギアケース９
６を介して散布ユニット８６ｃと散布ユニット８６ｄのそれぞれの繰出駆動軸に伝達され
る。したがって、散布動力伝達機構１１１に伝達される動力は、中間駆動軸９７と２つの
ギアケース９６によって、４つの散布ユニット８６ａ，８６ｂ，８６ｃ，８６ｄに分配さ
れる。
【００７６】
　ここで、上述したように、散布ユニット８６によって薬剤が散布される苗マット９８が
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載置される苗載台２１は、苗マット押さえ具６０を備える。苗マット押さえ具６０には、
苗掻き分け具７１が取り付けられている。苗掻き分け具７１は、図１０に示されるように
、散布口９４の近傍に位置するとともに、縦送り機構５９によって苗載台２１の載置面６
５上を下方へ向けて搬送される苗マット９８の苗９９の草丈中途部に当接するように構成
されている。したがって、苗マット９８が縦送り機構５９によって下方へ搬送される際に
、苗９９が苗掻き分け具７１に当接して前方側へ傾倒され、苗掻き分け具７１の後方側に
苗マット９８の床土部が露出する空間１００が形成される。そして、散布ユニット８６の
散布口９４は、この苗掻き分け具７１によって形成される空間１００へ向けて薬剤が放出
されるように配置されており、薬剤は、苗９９に干渉されずに苗マット９８の床土部に散
布される。したがって、第１の散布装置８５は、苗掻き分け具７１によって苗マット９８
へ効果的な薬剤の散布ができる。
【００７７】
　なお、苗載台２１は、植付伝動ケース２８に対して左右に往復移動するが、苗マット押
さえ具６０に取り付けられた苗掻き分け具７１と苗マット９８は苗載台２１と一体となっ
て移動する。したがって、苗載台２１の左右の往復移動の際に、苗マット９８の苗９９は
、苗掻き分け具７１と左右方向に擦れることがなく、苗９９の傷つきが防止される。また
、苗９９の左右方向への倒れが生じることがなく、確実に空間１００が形成され、第１の
散布装置８５による効果的な薬剤の散布ができる。
【００７８】
　また、苗掻き分け具７１は、載置面６５までの距離ｄ１を変更できるように支持板７５
に支持されているので、苗マット９８の苗９９の草丈によらず、第１の散布装置８５の薬
剤の散布に適した空間１００を苗間に形成することができ、使い勝手が良い。また、苗９
９の全長が同一であれば苗マット９８（床土部）の厚さが変わっても苗マット押さえ具６
０の位置（載置面６５までの距離ｄ２）を変更するだけで空間１００を形成することがで
きるので、使い勝手が良い。
【００７９】
　なお、苗マット押さえ具６０は、上述の構成に限定されるものではない。苗マット押さ
え具６０は、苗マット９８を苗載台２１に押さえ付けるものであり、苗載台２１に取り付
けられ、苗マット９８の苗載台２１への押さえ付けがされた保持状態と、苗マット９８の
苗載台２１への押さえ付けが解放された解放状態とに切り換え可能な構成であれば良い。
例えば、苗マット押さえ具６０は、上部連結棒６９の両端、または下部連結棒７０の両端
のいずれか一方のみを支軸として回動させることができる構成であっても構わない。また
、苗マット押さえ具６０は、ボルト等によって苗載台２１に着脱自在に取り付けられる構
成であっても構わない。
【００８０】
　また、苗掻き分け具７１は、上述の構成に限定されるものではない。苗掻き分け具７１
は、苗載台２１に載置された苗マット９８に薬剤を散布する散布ユニット８６の散布口９
４の近傍で、左右方向に延び、苗マット９８の苗９９の草丈中途部に当接して苗９９を傾
倒させて苗間に空間１００を形成するとともに、苗マット押さえ具６０に取り付けられる
構成であれば良い。例えば、苗掻き分け具７１は、両端部が支持板７５に支持される複数
の丸棒部材から構成されても良い。
【００８１】
　次に、第２の散布装置１０１について説明する。第２の散布装置１０１は、ホッパ１０
２と、繰出部１０３と、散布カバー１０４と、繰出駆動軸１０５などを備える。ホッパ１
０２は、上部の開口を閉塞する蓋を有し、透明な樹脂製の容器であり、内部に薬剤が収容
される。ホッパ１０２の下部は、下方に向かって窄むロート状に形成されている。
【００８２】
　繰出部１０３の上部には、ホッパ１０２の下端が接続される。繰出部１０３の下部は、
散布カバー１０４の左右方向の中央の上部が接続される。繰出部１０３の内部は、第１の
散布装置８５の繰出部８８と同様の構成であり、内部に左右方向に延びる略円柱状の繰出
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ロール１０６が回転可能に収容されている。略円柱状の繰出ロール１０６は、外周面に軸
方向へ延びる図示せぬ複数の溝を有する。繰出ロール１０６は、左右方向に延びる繰出駆
動軸１０５と同軸上に位置するとともに、繰出駆動軸１０５に固定されている。繰出駆動
軸１０５を回転させることで、繰出部１０３に収容された繰出ロール１０６を回転させる
ことができる。そして、繰出部１０３の内部は、繰出ロール１０６によって、ホッパ１０
２に連通する上側の空間と、散布カバー１０４の内部に連通する下側の空間とに仕切られ
ている。
【００８３】
　ホッパ１０２の内部に収容された薬剤は、繰出部１０３の内部の繰出ロール１０６によ
って仕切られた上側の空間に供給され、薬剤の一部が繰出ロール１０６の外周面に形成さ
れた溝に収容される。繰出ロール１０６を回転させることで、繰出ロール１０６の溝に収
容された薬剤は、散布カバー１０４の内部に連通する下側の空間に移動し、散布カバー１
０４の内部へ供給される。したがって、ホッパ１０２に収容された薬剤が繰出部１０３に
よって所定の量だけ散布カバー１０４に繰り出される。
【００８４】
　繰出駆動軸１０５は、第２のワンウェイクラッチ１２２を介して散布動力伝達機構１１
１の出力ロッド１１４に連動連結される。したがって、散布動力伝達機構１１１に伝達さ
れる動力は、第２のワンウェイクラッチ１２２を介して繰出駆動軸１０５に伝達される。
【００８５】
　繰出部１０３によって繰り出す薬剤の量は、繰出ロール１０６の溝の大きさや形状、繰
出駆動軸１０５の回転速度を変えることによって調節することができる。なお、第２の散
布装置１０１は、繰出駆動軸１０５を間欠的に回転させることで、薬剤を間欠的に繰り出
すように構成されている。
【００８６】
　散布カバー１０４は、下面に開口１０７を有し、左右方向に延びる中空の直方体状の囲
いである。散布カバー１０４の内部は、左右方向の中央の上部で繰出部１０３の下端と連
通している。散布カバー１０４は、中央から左右にそれぞれ延びる２つの案内板１０８と
、電動モータの出力軸に固定された繰出ファン１１０とを内部に備える。案内板１０８は
、左右方向に所定の間隔を有して形成された複数の貫通孔１０９を有する。この案内板１
０８によって、散布カバー１０４の内部には、中央から左右にそれぞれ延びる流路が形成
される。繰出ファン１１０は、２つの案内板１０８の間であって、繰出部１０３の下端と
連通する連通部の下方に配置される。
【００８７】
　そして、第２の散布装置１０１は、繰出部１０３から散布カバー１０４の内部に繰り出
された薬剤を、案内板１０８によって形成される流路へ繰出ファン１１０の回転によって
吹き飛ばす。吹き飛ばされた薬剤は、散布カバー１０４の内部で拡散されるとともに、案
内板１０８の貫通孔１０９や案内板１０８と散布カバー１０４の内面との隙間などを通っ
て散布カバー１０４の開口１０７から放出されて圃場に散布される。したがって、第２の
散布装置１０１は、薬剤を左右に分散させて圃場に散布できるように構成されている。
【００８８】
　ここで、第１の作業部としての第１の散布装置８５や第２の作業部としての第２の散布
装置１０１が散布する薬剤は、固体粒子状の薬剤であり、例えば肥料や除草剤などとする
ことができる。
【００８９】
　なお、第１の散布装置８５及び第２の散布装置１０１は、上述の構成に限定されるもの
ではない。第１の散布装置８５は、植付部２０の後部に取り付けられ、苗載台２１に載置
された苗マット９８に上方から薬剤を散布する構成であれば良い。第２の散布装置１０１
は、第１の散布装置の後方に配設され、圃場に薬剤を散布する構成であれば良い。例えば
、第１の散布装置８５や第２の散布装置１０１は、液状の薬剤を散布する散布装置であっ
ても構わない。
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【００９０】
　次に、第１の散布装置８５及び第２の散布装置１０１に動力を伝達する散布動力伝達機
構１１１について説明する。図１３は散布動力伝達機構１１１の一例が示された概略側面
図である。なお、図１３において、後述する第２のワンウェイクラッチ１２２は二点鎖線
で示されている。散布動力伝達機構１１１は、上述したように、入力ロッド１１２と、２
つの出力ロッド１１３，１１４と、カウンターアーム１１５などを備え、植付部２０（動
力伝達軸５０）から第１の作業部としての第１の散布装置８５と第２の作業部としての第
２の散布装置１０１に動力を伝達するように構成されている。
【００９１】
　入力ロッド１１２は、植付部２０の動力伝達系に一端が接続される。より詳細には、植
付部２０の動力伝達系の一部である動力伝達軸５０に連動連結された散布出力軸５５は、
植付伝動ケース２８ｂの後端部から後方に突出する。散布出力軸５５の先端には、クラン
ク５６が固定される。クランク５６の出力軸には、入力ロッド１１２の一端が連結される
。なお、散布出力軸５５は、植付伝動ケース２８ｂから突出した部分にクイックジョイン
ト１１６を有する。そして、散布出力軸５５は、クイックジョイント１１６によって、入
力ロッド１１２の側を動力伝達軸５０の側から工具等を用いることなく切り離すことがで
きるように構成されている。
【００９２】
　植付伝動ケース２８ｂの後端部には、上面に開口を有する樹脂製の保護カバー１１７が
取り付けられる。保護カバー１１７は、植付伝動ケース２８ｂの後端部に下部が左右方向
を軸にして上下に回動自在に支持されている。また、保護カバー１１７の上部には、植付
伝動ケース２８ｂの後端部に形成された図示せぬ係合部と嵌合する図示せぬ係止突起を有
する。植付伝動ケース２８ｂの係合部と保護カバー１１７の係止突起は、保護カバー１１
７が左右方向を軸にして下方に回動することでその嵌合が外れるように構成されている。
そして、散布出力軸５５、クイックジョイント１１６、クランク５６、及び入力ロッド１
１２の一端部は、この保護カバー１１７によって覆われている。
【００９３】
　出力ロッド１１３の一端は、第１の散布装置８５の動力伝達系に連結される。より詳細
には、側面視で略三角形状の平板の接続アーム１１８に接続される。接続アーム１１８は
、左右方向に延びる中間駆動軸９７に回動自在に支持されている。中間駆動軸９７は、第
１の散布装置８５の繰出駆動軸９０にギアケース９６を介して連動連結している。中間駆
動軸９７には、第１のワンウェイクラッチ１１９が取り付けられている。第１のワンウェ
イクラッチ１１９には、図示せぬねじりコイルばねの弾性力が、図１３における左回り（
反時計回り）に作用しており、第１のワンウェイクラッチ１１９から延びる当接アーム１
２０が接続アーム１１８の縁部に当接している。なお、第１のワンウェイクラッチ１１９
は、図１３において、右回り（時計回り）に回動する際に中間駆動軸９７と接続状態とな
り、左回り（反時計回り）に回動する際に中間駆動軸９７と切断状態となる。また、接続
アーム１１８は、中間駆動軸９７に直交している。
【００９４】
　接続アーム１１８が時計回りに回動する際、第１のワンウェイクラッチ１１９は、中間
駆動軸９７と接続状態でねじりコイルばねの弾性力に反して時計回りに回動され、中間駆
動軸９７が時計回りに回動される。一方、接続アーム１１８が反時計回りに回動する際、
第１のワンウェイクラッチ１１９は、中間駆動軸９７と切断状態でねじりコイルばねの弾
性力によって接続アーム１１８に連れだって反時計回りに回動される。
【００９５】
　以上のように、出力ロッド１１３の一端は、接続アーム１１８や第１のワンウェイクラ
ッチ１１９を介して、第１の散布装置８５の動力伝達系の一部である中間駆動軸９７に連
動連結されている。
【００９６】
　出力ロッド１１４の一端は、第２の散布装置１０１の動力伝達系に連結される。より詳
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細には、側面視で略三角形状の平板の接続アーム１２１に接続されている。接続アーム１
２１は、第２の散布装置１０１の繰出駆動軸１０５に回動自在に支持されている。繰出駆
動軸１０５には、第２のワンウェイクラッチ１２２が取り付けられている。第２のワンウ
ェイクラッチ１２２には、図示せぬねじりコイルばねの弾性力が、図１３における右回り
（時計回り）に作用しており、第２のワンウェイクラッチ１２２から延びる当接アーム１
２３が接続アーム１２１の縁部に当接している。なお、第２のワンウェイクラッチ１２２
は、図１３において、右回り（時計回り）に回動する際に繰出駆動軸１０５と切断状態と
なり、左回り（反時計回り）に回動する際に繰出駆動軸１０５と接続状態となる。また、
接続アーム１２１は、繰出駆動軸１０５に直交している。
【００９７】
　接続アーム１２１が反時計回りに回動する際、第２のワンウェイクラッチ１２２は、繰
出駆動軸１０５と接続状態でねじりコイルばねの弾性力に反して反時計回りに回動され、
繰出駆動軸１０５が反時計回りに回動される。一方、接続アーム１２１が時計回りに回動
する際、第２のワンウェイクラッチ１２２は、繰出駆動軸１０５と切断状態でねじりコイ
ルばねの弾性力によって接続アーム１２１に連れだって時計回りに回動される。
【００９８】
　以上のように、出力ロッド１１４の一端は、接続アーム１２１や第２のワンウェイクラ
ッチ１２２を介して、第２の散布装置１０１の動力伝達系の一部である繰出駆動軸１０５
に連動連結されている。
【００９９】
　平板のカウンターアーム１１５は、左右方向に延びる揺動軸１２４を支軸にして前後方
向に揺動自在に支持されている。揺動軸１２４は、後述する平行リンク機構１２６の連結
ブラケットに固定される。カウンターアーム１１５は、第１の散布装置８５の繰出駆動軸
９０にギアケース９６を介して連動連結された中間駆動軸９７と、第２の散布装置１０１
の繰出駆動軸１０５と、揺動軸１２４とのいずれに対しても直交している。カウンターア
ーム１１５には、入力ロッド１１２の他端、出力ロッド１１３の他端、及び出力ロッド１
１４の他端が接続されている。
【０１００】
　カウンターアーム１１５は、第１の散布装置８５と第２の散布装置１０１との間に配置
されている。そして、入力ロッド１１２は、クランク５６の出力軸から鉛直に延びてカウ
ンターアーム１１５に接続し、出力ロッド１１３は、カウンターアーム１１５から前方へ
延びて接続アーム１１８に接続し、出力ロッド１１４は、カウンターアーム１１５から後
方へ延びて接続アーム１２１に接続している。
【０１０１】
　なお、入力ロッド１１２の他端は、カウンターアーム１１５の下端部に接続している。
出力ロッド１１３の他端及び出力ロッド１１４の他端は、入力ロッド１１２の他端と揺動
軸１２４とを通る図示せぬ仮想線よりも上方でカウンターアーム１１５と接続している。
【０１０２】
　また、出力ロッド１１４の他端は、出力ロッド１１３の他端よりも上方でカウンターア
ーム１１５と接続する。出力ロッド１１４の他端が接続するカウンターアーム１１５の上
部は、入力ロッド１１２の他端と出力ロッド１１３の他端が接続するカウンターアーム１
１５の下部に対して、右側（図１３において紙面に対して奥側）にオフセットされている
。出力ロッド１１３は、中間駆動軸９７と直交し、出力ロッド１１４は、繰出駆動軸１０
５と直交している。そして、カウンターアーム１１５の上部は、接続アーム１２１と略同
一鉛直面上に位置して左右方向にずれていない。また、カウンターアーム１１５の下部は
、接続アーム１１８と略同一鉛直面上に位置して左右方向にずれていない。
【０１０３】
　以上のような構成の散布動力伝達機構１１１は、クランク５６が回転することで、入力
ロッド１１２が上下に移動し、２つの出力ロッド１１３，１１４が前後に移動する。そし
て、接続アーム１１８や第１のワンウェイクラッチ１１９を介して出力ロッド１１３に連
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動連結される中間駆動軸９７は、間欠的に回転し、第１の散布装置８５に動力が伝達され
る。また、接続アーム１２１や第２のワンウェイクラッチ１２２を介して出力ロッド１１
４に連動連結される繰出駆動軸１０５は、間欠的に回転し、第２の散布装置１０１に動力
が伝達される。
【０１０４】
　より詳細には、入力ロッド１１２が上方へ移動する際に、カウンターアーム１１５は反
時計周りに前方へ揺動し、出力ロッド１１３は前方に押され、出力ロッド１１４は前方に
引っ張られる。この時、接続アーム１１８は反時計回りに回動し、第１のワンウェイクラ
ッチ１１９は中間駆動軸９７と切断状態でねじりコイルばねの弾性力によって接続アーム
１１８に連れだって反時計回りに回動される。一方、接続アーム１２１が反時計回りに回
動する際、第２のワンウェイクラッチ１２２は繰出駆動軸１０５と接続状態でねじりコイ
ルばねの弾性力に反して反時計回りに回動され、繰出駆動軸１０５が反時計周りに回動さ
れる。
【０１０５】
　また、入力ロッド１１２が下方へ移動する際に、カウンターアーム１１５は時計周りに
後方へ揺動し、出力ロッド１１３は後方に引っ張られ、出力ロッド１１４は後方に押され
る。この時、接続アーム１１８は時計回りに回動し、第１のワンウェイクラッチ１１９は
中間駆動軸９７と接続状態でねじりコイルばねの弾性力に反して時計回りに回動され、中
間駆動軸９７が時計周りに回動される。一方、接続アーム１２１は時計回りに回動し、第
２のワンウェイクラッチ１２２は繰出駆動軸１０５と切断状態でねじりコイルばねの弾性
力によって接続アーム１２１に連れだって時計回りに回動される。
【０１０６】
　つまり、散布動力伝達機構１１１は、入力ロッド１１２が上方へ移動する際には、第２
の散布装置１０１にのみ動力を伝達し、入力ロッド１１２が下方へ移動する際には、第１
の散布装置８５にのみ動力を伝達するように構成されている。
【０１０７】
　ここで、散布動力伝達機構１１１は、３つのロッドと１つのアームからなる簡易な構成
で、植付部２０からの１つの入力を第１の散布装置８５と第２の散布装置１０１とへの２
つの出力に分配することができ、生産性が良好である。
【０１０８】
　また、散布動力伝達機構１１１は、植付部２０から第１の散布装置８５や第２の散布装
置１０１への動力の断接が容易である。入力ロッド１１２と２つの出力ロッド１１３，１
１４の３つのロッドの接続を断接させるだけで良く、例えば、第１の散布装置８５への動
力を切断するには、出力ロッド１１３の接続を切断すれば良く、第２の散布装置１０１へ
の動力を切断するには、出力ロッド１１４の接続を切断すれば良い。また、第１の散布装
置８５及び第２の散布装置１０１への動力を切断するには、入力ロッド１１２の接続を切
断すれば良く、クイックジョイント１１６によって容易にできる。
【０１０９】
　また、２つの出力ロッド１１３，１１４は、前方と後方とに対称に延びるので、散布動
力伝達機構１１１は、バランスの取れた動力伝達ができ、ガタや振動の低減が図れる。
【０１１０】
　また、散布動力伝達機構１１１は、第１の散布装置８５または第２の散布装置１０１の
動力伝達系のいずれか一方のみに、つまり択一的に動力を伝達するように構成されるので
、散布動力伝達機構１１１に第１の散布装置８５と第２の散布装置１０１の駆動負荷が同
時に加わることを防止でき、耐久性が向上するとともに、第１の散布装置８５と第２の散
布装置１０１を良好に駆動させることができる。
【０１１１】
　また、２つの出力ロッド１１３，１１４は、それぞれカウンターアーム１１５によって
前方または後方へ引っ張られる際に、それぞれ第１の散布装置８５または第２の散布装置
１０１の動力伝達系に動力を伝達する。したがって、２つの出力ロッド１１３，１１４に
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は圧縮力ではなく引張力が作用するので、２つの出力ロッド１１３，１１４が変形しにく
く、耐久性が向上する。
【０１１２】
　ここで、第１の散布装置８５は散布動力伝達機構１１１からの動力によって４つの繰出
ロール９３を駆動させる構成である。一方、第２の散布装置１０１は散布動力伝達機構１
１１からの動力によって１つの繰出ロール１０６を駆動させる構成である。したがって、
散布動力伝達機構１１１に加わる負荷は、第２の散布装置１０１に動力を伝達するよりも
第１の散布装置８５に動力を伝達する時の方が大きい。なお、入力ロッド１１２は、第２
の散布装置１０１に動力を伝達する際には、クランク５６によって上方へ押され、第１の
散布装置８５に動力を伝達する際には、クランク５６によって下方へ引っ張られる。した
がって、入力ロッド１１２に作用する力は、引張力よりも圧縮力の方が小さいので、入力
ロッド１１２が変形しにくく、耐久性が向上する。
【０１１３】
　ここで、カウンターアーム１１５は、入力ロッド１１２の他端、２つの出力ロッド１１
３，１１４の他端、及び別の出力ロッドの他端を接続可能な取り付け孔１２５を有する。
そして、カウンターアーム１１５の揺動支軸である揺動軸１２４から取り付け孔１２５ま
での距離は、カウンターアーム１１５の揺動支軸である揺動軸１２４から入力ロッド１１
２の他端や２つの出力ロッド１１３，１１４の他端までの距離と異なる。つまり、カウン
ターアーム１１５は、揺動軸１２４から入力ロッド１１２の他端や２つの出力ロッド１１
３，１１４の他端までの距離を変更できるように構成されている。したがって、第１の散
布装置８５や第２の散布装置１０１に分配する動力を容易に調節することができ、更に他
の装置にも動力を分配することも可能であり、使い勝手が良い。
【０１１４】
　また、入力ロッド１１２は、長さが短くなるように、その他端がカウンターアーム１１
５の下端部に接続されており、入力ロッド１１２がしなって変形しにくく、耐久性が向上
されている。
【０１１５】
　ここで、第１の散布装置８５の動力伝達系には、接続アーム１１８の縁部に対する第１
のワンウェイクラッチ１１９から延びる当接アーム１２０の位置を変更する図示せぬ第１
の調量装置なども配設される。同様に、第２の散布装置１０１の動力伝達系には、接続ア
ーム１２１の縁部に対する第２のワンウェイクラッチ１２２から延びる当接アーム１２３
の位置を変更する図示せぬ第２の調量装置なども配置される。第１の調量装置は、接続ア
ーム１１８の回動量に対する第１のワンウェイクラッチ１１９の回動量を調節することが
できるものであり、第１の散布装置８５への動力を調節することができる。また、第２の
調量装置によって、接続アーム１２１の回動量に対する第２のワンウェイクラッチ１２２
の回動量を調節することができるものであり、第２の散布装置１０１への動力を調節する
ことができる。
【０１１６】
　なお、散布動力伝達機構１１１は、上述の構成に限定されるものではない。散布動力伝
達機構１１１は、植付部２０の動力伝達系に一端が接続される入力ロッド１１２と、複数
の装置の動力伝達系にそれぞれ一端が接続される出力ロッド１１３，１１４と、揺動自在
に構成されたカウンターアーム１１５と、を有し、入力ロッド１１２の他端、及び複数の
出力ロッド１１３，１１４の他端は、カウンターアーム１１５に接続される構成であれば
良い。例えば、散布動力伝達機構１１１は、３つの動力伝達系に動力を分配する構成であ
っても構わない。また、カウンターアーム１１５は、上部が下部に対して左右方向にオフ
セットしない構成であっても良い。また、カウンターアーム１１５は、揺動軸１２４に揺
動自在に支持される筒状部材の外周から径方向へ複数のアームが延び、それぞれのアーム
に入力ロッド１１２や出力ロッド１１３，１１４の他端が接続される構成であっても良い
。なお、入力ロッド１１２や出力ロッド１１３，１１４の他端との接続部は、同一平面上
に位置することが好ましく、揺動する際のねじれが生じにくくなる。また、カウンターア
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ーム１１５は、複数の取り付け孔１２５を有しても良く、取り付け孔１２５がない構成で
あっても構わない。また、上述の散布動力伝達機構１１１は、第１のワンウェイクラッチ
１１９や第２のワンウェイクラッチ１２２を用いて間欠的に動力を伝達する構成であるが
、クランクなどを用いて連続的に動力を伝達する構成であっても良い。
【０１１７】
　次に、植付部２０の後部に、第１の作業部としての第１の散布装置８５と第２の作業部
としての第２の散布装置１０１を連結させる平行リンク機構１２６について説明する。図
１４は、平行リンク機構１２６の一例が示された概略平面図であり、図１５は、支持フレ
ーム１３３の支持部１３４の一例が示された概略側面図であり、図１６は、締上げロック
１４０の一例が示された概略側面図である。なお、図１４において、苗載台２１、第１の
散布装置８５、及び第２の散布装置１０１は二点鎖線で示され、植付装置２２や後述する
防泥カバー１３８などの記載は省略されている。
【０１１８】
　平行リンク機構１２６は、上下方向に延びる軸を支軸とする平行リンク機構であり、左
右方向に延びる円筒状のオープンフレーム１２７と、左右方向に延びる四角筒状の台座フ
レーム１２８と、四角筒状の長さが等しい２つのリンクアーム１２９ａ，１２９ｂなどを
有する。オープンフレーム１２７には、２つのリンクアーム１２９ａ，１２９ｂの一端で
あって、第１の散布装置８５及び第２の散布装置１０１の側の端が、上下方向に延びる軸
を支軸として回動可能に連結される。台座フレーム１２８には、２つのリンクアーム１２
９ａ，１２９ｂの他端であって、植付部２０の側の端が、上下方向に延びる軸を支軸とし
て回動可能に連結される。
【０１１９】
　オープンフレーム１２７には、左右方向に延びる四角筒状のフロントフレーム１３０、
及び左右方向に延びる四角筒状のリアフレーム１３１が、前後方向に延びる平板状の３つ
の連結フレーム１３２ａ，１３２ｂ，１３２ｃを介して連結される。
【０１２０】
　そして、苗の植付作業時などを含む走行時には、オープンフレーム１２７が植付部２０
に係止される。より詳細には、オープンフレーム１２７は、植付伝動ケース２８に固定さ
れる支持フレーム１３３などに係止される。４つの植付伝動ケース２８ａ，２８ｂ，２８
ｃ，２８ｄには、それぞれ上面から上方に延びる支持フレーム１３３ａ，１３３ｂ，１３
３ｃ，１３３ｄが固定されている。左側に位置する２つの支持フレーム１３３ａ，１３３
ｂは、図１５、図１６に示されるように、側面視で後方に傾いた略Ｌ字状に上端部の後部
が切り欠かれた支持部１３４をそれぞれ有する。支持部１３４の下方側の後部には、硬質
樹脂製のローラ１３５が左右方向を軸に回転自在に取り付けられている。
【０１２１】
　右側に位置する２つの支持フレーム１３３ｃ，１３３ｄの上部には、四角筒状の台座フ
レーム１２８が架け渡されるように固定されている。台座フレーム１２８の右端部は後方
へ突出するとともに、その後端部に、支持フレーム１３３ａ，１３３ｂが有する支持部１
３４と同様の支持部１３４を有する。台座フレーム１２８の右端部に形成された支持部１
３４の下方側の後部には、他の支持部１３４と同様に、硬質樹脂製のローラ１３５が左右
方向を軸に回転自在に取り付けられている。また、台座フレーム１２８の右端部には、上
方へ突出する規制突起１７０が形成される。規制突起１７０は、リンクアーム１２９が回
動された際に、リンクアーム１２９と当接してその回動量を規制するものである。
【０１２２】
　円筒状のオープンフレーム１２７は、３つの支持部１３４に載置されるようにして支持
される。この際、円筒状のオープンフレーム１２７は、支持部１３４の２箇所、及びロー
ラ１３５に当接する。最も左側に位置する支持フレーム１３３ａには、オープンフレーム
１２７から上方へ突設される係合フランジ１３６と係合してオープンフレーム１２７を支
持フレーム１３３ａに係止させる係止ロック１３７を有する。係止ロック１３７は、図示
せぬばねの弾性力によってオープンフレーム１２７を支持フレーム１３３ａの支持部１３



(22) JP 2017-176093 A 2017.10.5

10

20

30

40

50

４に係止させることができ、いわゆるパッチン錠である。係止ロック１３７は、台座フレ
ーム１２８の右端部にも配設されている。
【０１２３】
　なお、係止ロック１３７は、オープンフレーム１２７を支持フレーム１３３ａの支持部
１３４に係止させることができれば良く、その構成、配置、数などは限定されるものでは
ない。例えば、係止ロック１３７は、ばねの弾性力を用いることなく、単にフックなどに
よってオープンフレーム１２７を支持部１３４に係止させる構成であっても構わない。
【０１２４】
　オープンフレーム１２７は、植付装置２２の上方を覆う防泥カバー１３８（図１０参照
）と、後方に向かって突出する平面視で略門型状の把持部１３９と、オープンフレーム１
２７を支持フレーム１３３ｂに係止させる締上げロック１４０と、リンクアーム１２９が
連結される２つの連結ブラケット１４１ａ，１４１ｂと、２つの遮蔽カバー１４２，１４
２などを有する。また、オープンフレーム１２７には、植付伝動ケース２８の内部に配設
された条止めクラッチ５２を操作する図示せぬ条止め装置なども取り付けられる。
【０１２５】
　防泥カバー１３８は、植付装置２２が作動する際の上方への泥はねを遮るもので、図１
０に示されるように、植付装置２２の上方に配置され、ブラケット１４３を介してオープ
ンフレーム１２７に支持される。なお、防泥カバー１３８の構成や配置は特に限定される
ものではなく、例えば防泥カバー１３８は、支持フレーム１３３に固定されても良い。し
かしながら、植付装置２２のメンテナンス性の観点から、第１の散布装置８５及び第２の
散布装置１０１の側である、オープンフレーム１２７などに取り付けられることが好まし
い。
【０１２６】
　把持部１３９は、オープンフレーム１２７を前後に動かす際に作業者によって把持され
るものであり、オープンフレーム１２７の左右方向の中央の左側寄りであって、連結ブラ
ケット１４１ａの近傍に配設されている。なお、把持部１３９の構成や配置は特に限定さ
れるものではない。例えばオープンフレーム１２７に連結されるフロントフレーム１３０
やリアフレーム１３１に配設されても良い。しかしながら、強度や操作性の観点から、オ
ープンフレーム１２７に配設されることが好ましく、リンクアーム１２９の一端が連結さ
れる連結ブラケット１４１の近傍が好ましい。
【０１２７】
　締上げロック１４０は、前後方向、及び上下方向の力によってオープンフレーム１２７
を支持フレーム１３３ｂにがたつくことなく強固に係止させるものである。締上げロック
１４０は、支持フレーム１３３ｂの近傍のオープンフレーム１２７に配設されている。締
上げロック１４０は、オープンフレーム１２７を径方向に貫通する円柱状の貫通軸１４４
と、貫通軸１４４の一端に連結される棒状のハンドル１４５と、貫通軸１４４の他端に取
り付けられる板状の付勢板１４６と、オープンフレーム１２７に取り付けられるガイド板
１４７と、オープンフレーム１２７に固定される当接部１４８などから構成される。そし
て、締上げロック１４０は、支持フレーム１３３ｂに固定される受け部１４９と係合して
オープンフレーム１２７を支持フレーム１３３ｂに係止させる。
【０１２８】
　円柱状の貫通軸１４４は、オープンフレーム１２７を、側面視で水平面に対して略４５
度傾いた径方向に貫通する貫通孔に挿通され、オープンフレーム１２７に対して回動可能
に支持されている。そして、円柱状の貫通軸１４４は、側面視で、前方へ向かって下方へ
略４５度傾いた状態である。貫通軸１４４の後端部は、オープンフレーム１２７よりも上
方に位置し、ハンドル１４５が連結される。
【０１２９】
　ハンドル１４５は、一端部に作業者によって把持されるグリップ１５０を有する。ハン
ドル１４５の他端部は、貫通軸１４４の後端部を挟持するように左右方向（図１６におい
て紙面に対して手前側と奥側）に二股に分岐している。そして、ハンドル１４５の他端部
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は、左右方向（貫通軸１４４の径方向）に延びるハンドル軸１５１を支軸として、貫通軸
１４４の後端部に回動可能に連結されている。
【０１３０】
　ここで、側面視において、ハンドル１４５の他端部の前方側の縁部は、ハンドル軸１５
１を通って貫通軸１４４と平行に延びる仮想線Ｌ１との交点Ｐから一端部の側（グリップ
１５０の側）に向かって直線状に延びる当接面１５２と、交点Ｐから一端部の側と反対側
に向かって円弧状に延びるコーナー面１５３と、ハンドル１４５の他端であってコーナー
面１５３と接続する先端面１５４とを有する。なお、当接面１５２は、ハンドル軸１５１
及び先端面１５４と直交している。また、ハンドル軸１５１とコーナー面１５３との距離
ｄ３、及びハンドル軸１５１と先端面１５４との距離ｄ４は、ハンドル軸１５１と当接面
１５２との距離ｄ５よりも小である。
【０１３１】
　貫通軸１４４の他端部には、図示せぬねじ部が形成されるとともに、一部が切り欠かれ
ている。付勢板１４６は、ばね鋼から形成され、左右方向（図１６において紙面に対して
手前側と奥側）に延びる長方形状の板ばねである。付勢板１４６は、一部が切り欠かれた
貫通軸１４４の他端部の断面形状に対応する図示せぬ貫通孔を左側端部に有する。付勢板
１４６は、貫通孔に貫通軸１４４の他端部が挿通され、２つのナットによって挟持されて
貫通軸１４４に取り付けられる。なお、付勢板１４６の貫通孔は、一部が切り欠かれた貫
通軸１４４の他端部の断面形状に対応しており、付勢板１４６の貫通軸１４４に対する回
動が規制されている。
【０１３２】
　板状部材が折り曲げられて形成されたガイド板１４７は、オープンフレーム１２７に取
り付けられている。ガイド板１４７は、貫通軸１４４が挿通される図示せぬ貫通孔を有す
る。ガイド板１４７は、この貫通孔が形成されるとともに、ハンドル１４５の当接面１５
２と密着する平坦なガイド部１５５を有する。ガイド部１５５は、オープンフレーム１２
７とハンドル１４５との間に介在されている。
【０１３３】
　側面視で略Ｌ字状に板状部材が折り曲げられて形成された当接部１４８は、鉛直方向に
延びる鉛直当接部１５６と、水平方向に延びる水平当接部１５７とを有する。当接部１４
８は、オープンフレーム１２７に固定されている。当接部１４８の鉛直当接部１５６は、
オープンフレーム１２７の前側に位置し、水平当接部１５７は、オープンフレーム１２７
の下側に位置している。なお、当接部１４８は、貫通軸１４４の右側（図１６において紙
面に対して奥側）の近傍に位置している。
【０１３４】
　側面視で後方に傾いた略Ｕ字状に板状部材が折り曲げられて形成された受け部１４９は
、支持フレーム１３３ｂの左側の側部に固定されている。受け部１４９は、鉛直方向に延
びて当接部１４８の鉛直当接部１５６が後方から密着する鉛直受け部１５８と、水平方向
に延びて当接部１４８の水平当接部１５７が上方から密着する水平受け部１５９と、貫通
軸１４４と直交する方向に延びて付勢板１４６の右側端部が下方側から当接するばね受け
部１６０を有する。なお、付勢板１４６はたわんだ状態で右側端部がばね受け部１６０と
当接している。
【０１３５】
　以上のような構成の締上げロック１４０は、付勢板１４６の弾性力によってオープンフ
レーム１２７を支持フレーム１３３ｂに係止させることができる。付勢板１４６は、たわ
んだ状態で右側端部がばね受け部１６０と当接しているので、付勢板１４６が取り付けら
れている貫通軸１４４、ハンドル１４５、ガイド板１４７、及びオープンフレーム１２７
には、付勢板１４６の弾性力が作用する。付勢板１４６の弾性力の向きは、貫通軸１４４
の軸方向であって、ハンドル１４５が連結された一端の側から付勢板１４６が取り付けら
れた他端の側に向かう方向である。ここで、貫通軸１４４は、水平面に対して略４５度傾
いているので、付勢板１４６の弾性力は、前後方向と上下方向とに略均等に分配される。
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また、付勢板１４６は板ばねであり、大きな弾性力を生じさせることができる。なお、締
上げロック１４０は、付勢板１４６を挟持する２つのナットによって貫通軸１４４に対す
る付勢板１４６の位置を変更することで、付勢板１４６の弾性力を調節することができる
ように構成されている。
【０１３６】
　つまり、オープンフレーム１２７に固定された当接部１４８の鉛直方向に延びる鉛直当
接部１５６と、水平方向に延びる水平当接部１５７は、それぞれ略等しい力で、支持フレ
ーム１３３ｂに固定された受け部１４９の鉛直方向に延びる鉛直受け部１５８と、水平方
向に延びる水平受け部１５９に押し付けられて密着する。そして、前後方向のがたつきは
、鉛直方向に延びる鉛直当接部１５６と鉛直受け部１５８との密着によって防止される。
また、上下方向のがたつきは、水平方向に延びる水平当接部１５７と水平受け部１５９と
の密着によって防止される。したがって、締上げロック１４０は、前後方向、及び上下方
向の力によってオープンフレーム１２７を支持フレーム１３３ｂにがたつくことなく強固
に係止させることができる。
【０１３７】
　なお、ハンドル軸１５１を支軸としてハンドル１４５を後方（図１６において時計回り
）に回動させることで、締上げロック１４０によるオープンフレーム１２７の係止が解除
される。図示による説明は省略するが、ハンドル軸１５１を支軸としてハンドル１４５を
反時計回りに９０度回転させ、ガイド板１４７のガイド部１５５とハンドル１４５の他端
部の縁部の先端面１５４とを対向させる。ハンドル軸１５１と先端面１５４との距離ｄ４
は、ハンドル軸１５１と当接面１５２との距離ｄ５よりも小であるので、ガイド板１４７
のガイド部１５５とハンドル１４５の先端面１５４との間に隙間が生じる。貫通軸１４４
は、この隙間の幅だけ付勢板１４６が取り付けられた他端の側へ移動して付勢板１４６の
たわみが無くなり、弾性力が無くなる。
【０１３８】
　次に、貫通軸１４４を支軸としてハンドル１４５を左側（図１６において手前側）また
は右側（図１６において奥側）に回動させる。この際、ハンドル１４５とともに、貫通軸
１４４、及び付勢板１４６も回動し、付勢板１４６が受け部１４９のばね受け部１６０か
ら取り除かれて、締上げロック１４０によるオープンフレーム１２７の係止が解除される
。
【０１３９】
　なお、締上げロック１４０の構成は、前後方向、及び上下方向の力によってオープンフ
レーム１２７を係止させる構成であれば良く、上述の構成に限定されるものではない。例
えば、当接部１４８の鉛直当接部１５６と受け部１４９の鉛直受け部１５８との間と、当
接部１４８の水平当接部１５７と受け部１４９の水平受け部１５９との間に緩衝部材とし
てのゴムシートなどが介在される構成であっても良い。このような構成にすることで、オ
ープンフレーム１２７のがたつきを更に低減することができる。
【０１４０】
　以上のように、オープンフレーム１２７は、支持フレーム１３３ａと支持フレーム１３
３ｂと台座フレーム１２８にそれぞれ形成された支持部１３４に載置されるようにして支
持され、支持フレーム１３３ａと台座フレーム１２８の右端部にそれぞれ設けられた係止
ロック１３７と、締上げロック１４０とによって、植付部２０に係止されている。
【０１４１】
　連結ブラケット１４１ａは、左右方向の中央の左側寄りであり、支持フレーム１３３ｂ
の近傍のオープンフレーム１２７に配設されている。一方、連結ブラケット１４１ｂは、
左右方向の中央の右側寄りであり、支持フレーム１３３ｃの近傍のオープンフレーム１２
７に配設されている。連結ブラケット１４１ａ，１４１ｂには、それぞれリンクアーム１
２９ａ，１２９ｂの一端が上下方向に延びる連結軸１６１ａ，１６１ａを支軸にして回動
可能に連結されている。連結ブラケット１４１ａ，１４１ｂは、オープンフレーム１２７
を挟み込むようにオープンフレーム１２７の上部と下部に固定された平面視で略５角形状
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の２つの板状部材から構成される。そして、連結ブラケット１４１ａ，１４１ｂは、リン
クアーム１２９ａ，１２９ｂの一端を挟み込むようにして回動可能に支持している。また
、台座フレーム１２８の上面には、リンクアーム１２９ａ，１２９ｂの他端が上下方向に
延びる連結軸１６２ａ，１６２ｂを支軸にして回動可能に連結されている。２つの連結軸
１６１ａ，１６１ｂ間の距離と、２つの連結軸１６２ａ，１６２ｂ間の距離は等しく、２
つのリンクアーム１２９ａ，１２９ｂは、平面視で平行に配置されている。
【０１４２】
　なお、支持フレーム１３３ｂの近傍に位置する連結ブラケット１４１ａには、上述の散
布動力伝達機構１１１のカウンターアーム１１５を前後方向に揺動自在に支持する揺動軸
１２４が固定されている。したがって、散布動力伝達機構１１１によって第１の散布装置
８５や第２の散布装置１０１に動力が伝達されている際には、連結ブラケット１４１ａに
周期的な負荷が加わるため、オープンフレーム１２７が振動しやすい。ここで、連結ブラ
ケット１４１ａの近傍、つまり、振動発生源である揺動軸１２４の近傍は、締上げロック
１４０によって、オープンフレーム１２７が支持フレーム１３３ｂに強固に係止されてい
る。したがって、散布動力伝達機構１１１の動作に起因したオープンフレーム１２７の振
動を抑制することができる。
【０１４３】
　また、連結ブラケット１４１ａには、図１７に示すように、リンクアーム１２９ａの回
動量を規制するリンク回動ロック１６３が配設されている。ここで、図１７は、リンク回
動ロック１６３の一例が示された概略平面図であり、図１７Ａはリンクアーム１２９ａの
回動が規制される前の状態であり、図１７Ｂはリンクアーム１２９ａの回動が規制された
後の状態である。なお、図１７には、主にリンク回動ロック１６３が記載されており、揺
動軸１２４や連結フレーム１３２ｃなどの記載は省略されており、遮蔽カバー１４２は二
点鎖線で記載されている。
【０１４４】
　リンク回動ロック１６３は、連結ブラケット１４１ａに形成された円形の貫通孔である
保持孔１６４に挿通される係止ピン１６５と、係止ピン１６５をリンクアーム１２９ａに
付勢させる図示せぬばねなどから構成される。係止ピン１６５は、円柱部材が略直角に折
り曲げて形成され、その一端が保持孔１６４に挿通されている。リンクアーム１２９ａの
端部には、平板状のロックフランジ１６６が固定されている。係止ピン１６５は、ばねに
よって保持孔１６４に挿通された一端がロックフランジ１６６の上面に当接するように付
勢されている。ロックフランジ１６６は、円形の貫通孔である係止孔１６７を有する。係
止孔１６７の直径は、係止ピン１６５の直径より大である。そして、係止孔１６７は、リ
ンクアーム１２９ａが平面視でオープンフレーム１２７と直交するまで連結軸１６１ａを
支軸にして回動した際に、中心が保持孔１６４の中心と一致するように配置されている。
【０１４５】
　以上のような構成のリンク回動ロック１６３は、リンクアーム１２９ａが平面視でオー
プンフレーム１２７と直交するまで連結軸１６２ａを支軸にして回動した際に、係止ピン
１６５が係止孔１６７に挿入され、リンクアーム１２９ａの回動が規制される。係止孔１
６７の位置は、リンクアーム１２９ａを規制する回動量に応じて適宜設定される。なお、
リンク回動ロック１６３は、リンクアーム１２９ａの回動量を規制する構成であれば良く
、上述の構成に限定されるものではない。例えば、ロックフランジ１６６が複数の係止孔
１６７を有する構成であっても良い。このような構成にすることで、複数段でリンクアー
ム１２９ａの回動を規制することができ、使い勝手が良い。
【０１４６】
　オープンフレーム１２７の連結ブラケット１４１ａ，１４１ｂの近傍には、それぞれオ
ープンフレーム１２７とリンクアーム１２９との隙間を上方から覆う遮蔽カバー１４２，
１４２が取り付けられている。この遮蔽カバー１４２によって、オープンフレーム１２７
とリンクアーム１２９の連結部付近の露出が防止され、作業者が不用意に触れないように
構成されている。
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【０１４７】
　フロントフレーム１３０は、オープンフレーム１２７と平行であり、オープンフレーム
１２７の前方かつ上方に配置されている。フロントフレーム１３０の上面には、第１の散
布装置８５の４つの散布ユニット８６に対応する４つの取り付けフランジ１６８が形成さ
れている（図１１参照）。そして、取り付けフランジ１６８に散布ユニット８６がそれぞ
れ着脱自在に取り付けられる。また、オープンフレーム１２７の上面には、第１の散布装
置８５の２つのギアケース９６も取り付けられる。したがって、第１の散布装置８５は、
フロントフレーム１３０に支持されている。なお、フロントフレーム１３０は、第１の散
布装置８５を支持する構成であれば良く、上述の構成に限定されるものではない。
【０１４８】
　リアフレーム１３１は、オープンフレーム１２７と平行であり、オープンフレーム１２
７の後方に配置されている。リアフレーム１３１の上面には、後方へ延びる複数の取り付
け板１６９が固定されている。そして、この取り付け板１６９に、第２の散布装置１０１
が取り付けられる。より詳細には、取り付け板１６９に、第２の散布装置１０１の散布カ
バー１０４が取り付けられる（図１０参照）。したがって、第２の散布装置１０１は、リ
アフレーム１３１に支持されている。なお、リアフレーム１３１は、第２の散布装置１０
１を支持する構成であれば良く、上述の構成に限定されるものではない。
【０１４９】
　２つの連結フレーム１３２ａ，１３２ｂは、オープンフレーム１２７から前方かつ上方
、及び後方に延び、先端はフロントフレーム１３０に固定され、後端はリアフレーム１３
１に固定される。連結フレーム１３２ａは、平面視で支持フレーム１３３ａ，１３３ｂの
間に位置し、連結フレーム１３２ｂは、平面視で支持フレーム１３３ｃ，１３３ｄの間に
位置している。連結フレーム１３２ｃは、オープンフレーム１２７から後方に延び、後端
はリアフレーム１３１に固定される。連結フレーム１３２ｃは、平面視で、連結ブラケッ
ト１４１ａの近傍に位置している。そして、オープンフレーム１２７とフロントフレーム
１３０とリアフレーム１３１は、３つの連結フレーム１３２ａ，１３２ｂ，１３２ｃによ
って連結されている。したがって、第１の散布装置８５及び第２の散布装置１０１は、植
付部２０の後部であって、植付フレーム２６の植付伝動ケース２８に固定された支持フレ
ーム１３３に、平行リンク機構１２６を介して一体に取り付けられている。
【０１５０】
　なお、連結フレーム１３２は、オープンフレーム１２７とフロントフレーム１３０とリ
アフレーム１３１を連結させることができれば良く、その構成、配置、数などは限定され
るものではない。例えば、連結フレーム１３２ｃは、平面視で支持フレーム１３３ｂ，１
３３ｃの間に配置され、連結フレーム１３２ａ，１３２ｂと同様に、オープンフレーム１
２７から前方かつ上方、及び後方に延び、先端はフロントフレーム１３０に固定され、後
端はリアフレーム１３１に固定される構成であっても構わない。また、連結フレーム１３
２ａ，１３２ｂは、フロントフレーム１３０に連結する側とリアフレーム１３１に連結す
る側とが別の部材によって形成される構成であっても構わない。
【０１５１】
　以上のような構成の平行リンク機構１２６は、図１８、図１９に示されるように、第１
の散布装置８５及び第２の散布装置１０１を植付部２０から後方へ水平に移動させること
ができる。ここで、図１８は、第１の散布装置８５及び第２の散布装置１０１を後方へ移
動させた状態の一例が示された概略平面図であり、図１９は、第１の散布装置８５及び第
２の散布装置１０１を後方へ移動させた状態の一例が示された概略側面図である。なお、
図１８において、苗載台２１、第１の散布装置８５、及び第２の散布装置１０１、遮蔽カ
バー１４２は二点鎖線で示され、植付装置２２や防泥カバー１３８などの記載は省略され
ている。また、図１９において、植付装置２２は二点鎖線で示されている。
【０１５２】
　第１の散布装置８５及び第２の散布装置１０１を植付部２０から後方へ移動させるには
、まず、植付部２０から第１の散布装置８５及び第２の散布装置１０１への動力伝達系を
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切断させる。植付伝動ケース２８ｂの後端部に取り付けられた保護カバー１１７を下方に
回動させて開き、散布出力軸５５、クイックジョイント１１６、クランク５６、及び入力
ロッド１１２の一端部などを露出させる。クイックジョイント１１６によって、散布出力
軸５５の入力ロッド１１２の側を動力伝達軸５０の側から切り離す。
【０１５３】
　次に、支持フレーム１３３ａに設けられた係止ロック１３７、台座フレーム１２８の右
端部に設けられた係止ロック１３７、及び締上げロック１４０によるオープンフレーム１
２７の係止を解除する。そして、把持部１３９を把持して、オープンフレーム１２７を後
方へ引っ張ることにより、オープンフレーム１２７は、支持フレーム１３３ａと支持フレ
ーム１３３ｂと台座フレーム１２８にそれぞれ形成された支持部１３４から引き抜かれて
、後方へ移動する。この際、オープンフレーム１２７に連結や支持された装置など、例え
ば、第１の散布装置８５、第２の散布装置１０１、散布動力伝達機構１１１、防泥カバー
１３８などもオープンフレーム１２７とともに後方へ移動される。
【０１５４】
　そして、リンク回動ロック１６３の係止ピン１６５が係止孔１６７に挿入され、リンク
アーム１２９ａの回動が規制されることで、オープンフレーム１２７の移動が停止される
。なお、リンクアーム１２９ｂは、台座フレーム１２８の右端部に形成された規制突起１
７０と当接する。
【０１５５】
　以上のようにして、平行リンク機構１２６を介して植付部２０に取り付けられるオープ
ンフレーム１２７を後方へ移動させることができる。つまり、第１の散布装置８５及び第
２の散布装置１０１は、植付部２０から後方へ離間させることができ、植付部２０の後部
、特に苗載台２１や植付装置２２へのアクセス性が向上される。したがって、植付部２０
の後部のメンテナンス、例えば苗載台２１に残った苗マット９８の除去や上方への引き上
げ、苗載台２１のメンテナンス、苗載台２１の折り畳み作業、及び植付装置２２のメンテ
ナンスなどを容易に行うことができる。
【０１５６】
　また、オープンフレーム１２７は水平に移動するため、作業者は、オープンフレーム１
２７を下方から支持したり、持ち上げたりしながらオープンフレーム１２７を移動させる
必要がなく、簡単かつ少ない労力で第１の散布装置８５及び第２の散布装置１０１を移動
させることができ、作業者への負担が少ない。
【０１５７】
　また、オープンフレーム１２７は、植付部２０に対して上下方向に延びる軸周りに回動
することがなく、植付部２０と平行な状態を保って移動されるので、第１の散布装置８５
及び第２の散布装置１０１は、植付部２０から後方へ離間させるスペース以上に後方へ移
動することがない。したがって、後方に大きなスペースを必要とすることなく、第１の散
布装置８５及び第２の散布装置１０１を植付部２０から後方へ離間させることができ、例
えば倉庫の中などのスペースが制限される状況下であっても、植付部２０の後部のメンテ
ナンスを容易に行うことができる。
【０１５８】
　また、平行リンク機構１２６は、第１の散布装置８５や第２の散布装置１０１を支持す
るオープンフレーム１２７を２つのリンクアーム１２９ａ，１２９ｂによって植付部２０
に取り付けられる台座フレーム１２８に連結する構成である。したがって、平行リンク機
構１２６は、第１の散布装置８５や第２の散布装置１０１などの重量が１カ所に集中する
ことがなく、耐久性が良好である。
【０１５９】
　また、平行リンク機構１２６は、植付部２０の右側の後部に設けられている。より詳細
には、２つのリンクアーム１２９ａ，１２９ｂの植付部２０の側の端は、右側に位置する
植付伝動ケース２８ｃ，２８ｄに支持フレーム１３３ｃ，１３３ｄを介して取り付けられ
る台座フレーム１２８に回動可能に連結されている。つまり、第１の散布装置８５及び第



(28) JP 2017-176093 A 2017.10.5

10

20

30

40

50

２の散布装置１０１を植付部２０から後方へ離間させた際に、２つのリンクアーム１２９
ａ，１２９ｂは植付部２０の右側に位置する。したがって、植付部２０の後部のメンテナ
ンスを行う際に、平行リンク機構１２６（リンクアーム１２９ａ，１２９ｂ）が邪魔にな
りにくく、メンテナンスを容易に行える。例えば、平行リンク機構１２６（リンクアーム
１２９ａ，１２９ｂ）を避けて左右に移動することなく植付部２０の後部のメンテナンス
が行える。
【０１６０】
　また、植付装置２２の上方を覆う防泥カバー１３８はブラケット１４３を介してオープ
ンフレーム１２７に支持されるので、オープンフレーム１２７とともに植付部２０から後
方へ離間される。したがって、植付装置２２の上方が解放されるので、植付装置２２のメ
ンテナンスが容易に行える。
【０１６１】
　また、平行リンク機構１２６は、リンク回動ロック１６３によって、リンクアーム１２
９ａの回動量が規制される。したがって、第１の散布装置８５及び第２の散布装置１０１
を所望の位置に停止させておくことができ、使い勝手が良い。また、規制突起１７０によ
ってリンクアーム１２９ｂが過剰に回動されるのを確実に防止することができ、平行リン
ク機構１２６や平行リンク機構１２６に取り付けられる第１の散布装置８５及び第２の散
布装置１０１などの破損を防止することができる。
【０１６２】
　また、散布出力軸５５、クイックジョイント１１６、クランク５６、及び入力ロッド１
１２の一端部を覆う保護カバー１１７は、樹脂製であり、その下部が植付伝動ケース２８
ｂに左右方向を軸にして回動自在に支持されているので、散布出力軸５５の未分離による
入力ロッド１１２の破損を防止することができる。詳細には、作業者がクイックジョイン
ト１１６によって、散布出力軸５５の入力ロッド１１２の側を動力伝達軸５０の側から切
り離すことなく、オープンフレーム１２７を後方へ移動させた場合、入力ロッド１１２は
保護カバー１１７の上部に当接する。しかしながら、保護カバー１１７は樹脂製であるの
で、入力ロッド１１２の破損が防止される。また、入力ロッド１１２が保護カバー１１７
の上部に当接することで、植付伝動ケース２８ｂの係合部と保護カバー１１７の係止突起
との嵌合が外れ、保護カバー１１７が回転して植付伝動ケース２８ｂの後端部が露出され
る。この植付伝動ケース２８ｂの後端部の露出によって、作業者へ注意喚起をすることが
でき、オープンフレーム１２７の更なる移動による入力ロッド１１２の破損を防止するこ
とができる。
【０１６３】
　なお、第１の散布装置８５及び第２の散布装置１０１を後方移動前の使用状態の位置に
戻すには、上述の後方への移動時と逆の手順によって行う。リンク回動ロック１６３の係
止ピン１６５を係止孔１６７から引き抜き、オープンフレーム１２７を前方へ押し込む。
そして、オープンフレーム１２７を、支持フレーム１３３ａと支持フレーム１３３ｂと台
座フレーム１２８にそれぞれ形成された支持部１３４に嵌め込む。なお、オープンフレー
ム１２７は、自重や第１の散布装置８５及び第２の散布装置１０１など重量によって多少
下方にたわむので、オープンフレーム１２７を持ち上げるようにして支持部１３４に嵌め
込む必要がある。ここで、それぞれの支持部１３４の下方側の後部には、回転自在に支持
されたローラ１３５が取り付けられている。したがって、オープンフレーム１２７をこの
ローラ１３５上を移動させて支持部１３４に嵌め込むことができ、作業者の負担が軽減さ
れる。
【０１６４】
　次に、支持フレーム１３３ａに設けられた係止ロック１３７、台座フレーム１２８の右
端部に設けられた係止ロック１３７、及び締上げロック１４０によってオープンフレーム
１２７を係止する。クイックジョイント１１６によって、散布出力軸５５の入力ロッド１
１２の側と動力伝達軸５０の側とを接続させ、保護カバー１１７を上方へ回転させて閉じ
る。
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【０１６５】
　なお、平行リンク機構１２６は、上述の構成に限定されるものではない。平行リンク機
構１２６は、上下方向に延びる軸を支軸とする平行リンク機構であり、第１の散布装置８
５及び第２の散布装置１０１を、植付部２０の後部に前後方向に移動可能に取り付ける構
成であれば良い。例えば、平行リンク機構１２６は、３つのリンクアーム１２９を備える
平行リンク機構であっても良く、リンクアーム１２９ａ，１２９ｂ間を繋ぐ補強アームを
備える構成であっても良い。
【０１６６】
　また、平行リンク機構１２６の植付部２０の側の端部は、植付フレーム２６に取り付け
られていれば良く、例えばメインフレーム２７に支持フレーム１３３が固定される構成で
あっても良い。しかしながら、生産性などの観点から、支持フレーム１３３は植付伝動ケ
ース２８に固定される構成が好ましく、簡易な構成で平行リンク機構１２６を配置できる
。
【０１６７】
　また、平行リンク機構１２６は、植付部２０の後部の中央や左側に設けられても構わな
い。例えば、上述の平行リンク機構１２６の左右対称の構成であっても良く、同様の効果
が得られる。なお、植付部２０の左右方向のいずれか一方の後部に平行リンク機構１２６
を設けることが好ましい。植付部２０の後部のメンテナンスを行う際に平行リンク機構１
２６（リンクアーム１２９ａ，１２９ｂ）が邪魔になりにくく、メンテナンスを容易に行
える。また、苗載台２１の左右方向のいずれか一方が折り畳み可能に構成される場合には
、折り畳む単位苗載台２５とは反対の側に平行リンク機構１２６を設けることが好ましい
。このような構成にすることで、苗載台２１の折り畳み作業を容易に行える。
【０１６８】
　また、平行リンク機構１２６は、２つのリンクアーム１２９ａ，１２９ｂが一体に伸縮
するように構成されても良い。このような構成にすることで、第１の散布装置８５及び第
２の散布装置１０１を植付部２０から後方へ離間させた際の第１の散布装置８５及び第２
の散布装置１０１の左右方向への移動量を低減することができ、更に狭いスペースであっ
ても植付部２０の後部のメンテナンスを容易に行える。
【０１６９】
　なお、平行リンク機構１２６における各部材や各種装置の配置は、左右方向の外方側に
位置する連結軸１６２ｂを基準とすることが好ましい。連結軸１６２ｂを基準とすること
で、植え付け条数が異なる植付部、例えば８条植えタイプと６条植えタイプの植付部にお
いて、共用可能な部品点数が増加してコストの低減が図れる。
【０１７０】
　以上のように、本実施形態では、植付部２０と、植付部２０の後部に取り付けられる複
数の作業部としての第１の散布装置８５及び第２の散布装置１０１と、植付部２０から第
１の散布装置８５及び第２の散布装置１０１に動力を伝達する散布動力伝達機構１１１と
、を備える田植機１において、散布動力伝達機構１１１は、植付部２０の動力伝達系に一
端が接続される入力ロッド１１２と、第１の散布装置８５及び第２の散布装置１０１の動
力伝達系にそれぞれ一端が接続される出力ロッド１１３，１１４と、揺動自在に構成され
たカウンターアーム１１５と、を有し、入力ロッド１１２の他端、及び出力ロッド１１３
，１１４の他端は、カウンターアーム１１５に接続されるので、簡易な構成で、第１の散
布装置８５及び第２の散布装置１０１に動力を分配する田植機１を提供することができる
。そして、生産性が向上されるとともに、植付部２０から第１の散布装置８５及び第２の
散布装置１０１への動力の断接が容易となり、第１の散布装置８５及び第２の散布装置１
０１の脱着が容易となる。
【０１７１】
　なお、本実施形態における複数の作業部は、植付部２０の後部に取り付けられるもので
あれば良く、上述の第１の散布装置８５及び第２の散布装置１０１に限定されるものでは
ない。また、第１の散布装置８５及び第２の散布装置１０１の植付部２０への取り付け構
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５と第２の散布装置１０１がそれぞれ別々に植付部２０に取り付けられても良く、植付部
２０に固設される構成であっても構わない。
【産業上の利用可能性】
【０１７２】
　本発明の田植機は、植付部の後部に取り付けられる複数の作業部を備えるあらゆる田植
機に適用することができる。
【符号の説明】
【０１７３】
　１　田植機
　２　走行機体
　２０　植付部
　８５　第１の散布装置（第１の作業部）
　１０１　第２の散布装置（第２の作業部）
　１１１　散布動力伝達機構（動力伝達機構）
　１１２　入力ロッド
　１１３，１１４　出力ロッド
　１１５　カウンターアーム
　１１９　第１のワンウェイクラッチ
　１２２　第２のワンウェイクラッチ
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